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教 育 長  小川 照夫      総 務 部 長  乾  晃夫 
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議 事 日 程 

平成２４年１２月５日（水）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、おはようございます。 

  開議前ですが、議員各位にお知らせいた

します。本日、１２月５日と、明日の６日

の一般質問のみ、ビデオカメラによる議会

放映用のテスト撮影行いますので、御了承、

お願いいたします。また、傍聴者の方々に

お願い申し上げます。先ほど申しましたよ

うに、ビデオカメラよる議会放映用のテス

ト撮影を行いますので、議場の構造上、や

むを得ず傍聴者の方々が映ることがありま

すが、あらかじめ御了承いただきますよう

お願い申し上げます。 

  今議会の映像は、あくまでもテストのた

め、インターネット配信は行いません。来

年３月議会よりインターネット配信を予定

しておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は質問者席に登壇して、質問を行

ってください。 

  豊政クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  竹谷勝議員を指名いたします。 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ８番、竹谷勝でございます。 

  久しぶりにトップバッターとして一般質

問を行います。理事者の皆さんには、丁寧

な御答弁をお願いをいたします。 

  昨日、衆議院選挙が告示をされ、選挙戦

がスタートをいたしました。日本経済の活

性化や将来世代に向けて建設的な政策論争

を期待するものであります。 

  さて、田中町長にとりましては、就任を

されて初めての定例議会、そして、一般質

問ということで、大変緊張されていること

と察します。ぜひ、豊能町の未来のために

建設的な議論になりますように、よろしく

お願いをしておきます。 

  去る１０月１９日、臨時議会に述べられ

ました所信表明を中心に、通告に従って質

問を進めさせていただきます。 

  まず、まちづくりの理念について、町政

を運営していくためにはしっかりとした豊

能町のまちづくりの理念が重要です。その

理念に基づいて政策を立案し、実行、進め

ていくことが大切です。 

  まず、田中町長が目指す豊能町のまちづ

くりの理念について、お伺いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  竹谷議員の御質問に対しまして、お答え

申し上げます。 

  町政を運営していくためには、議員の御

指摘のとおり、まちづくりの理念に基づい

て政策を立てることが非常に重要でござい

ます。私のまちづくりの基本理念は、公約、

所信表明にも申し上げましたように、赤ち

ゃんからお年寄りまで、いつまでも安心し

て暮らせる町の実現でございます。その実

現に当たりましては、住民目線で行政改革

を実施し、行政だけでなく、住民、ＮＰＯ、

企業と協働でまちづくりを行い、豊能町を

活性化し、住みよいまちづくりを行ってま

いります。 
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  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  私も何度か町長の所信表明を読ませてい

ただきました。けさも来るときに一読させ

ていただきました。今おっしゃいましたよ

うに、まず、一つは住民目線で取り組んで

いきたいというようなことを理念の一つに

挙げられておりました。それが、最後のほ

うに赤ちゃんからお年寄りまで、いつまで

も安心して暮らせる町の実現ということで、

これが田中町長の理念であろうと、私なり

に理解をしておりました。この理念に基づ

いて、おのおの政策が述べられておると思

います。この政策を遂行していくためには、

トップであります首長のリーダーシップが

大変重要になってくると思います。その政

策の実現のために、今後、取り組んでいか

れる田中町長のリーダーシップについてお

聞きをしていきたいと思います。 

  今、豊能町政は厳しい財政をはじめ大変

な時期に来ていると思います。トップであ

る町長のリーダーシップが、まさに重要に

なっていると思っております。田中町長は、

リーダーシップについて、どのような方針

で今後、取り組まれるか、まず、お伺いを

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  竹谷議員の御質問に対して、御回答を申

し上げます。今回の所信表明をもとに、そ

れぞれのリーダーシップを図るに当たりま

しては、今回の所信表明をもとに、それぞ

れの部、課、担当者で、それぞれの目標を

設定して提出していただき、目標の進捗管

理を行うことによってリーダーシップをと

っていきたいと思っております。 

  また、この所信表明の内容に直接的に関

係しないようなことにつきましては、いず

れの部署にも共通する基本的な四つの考え

方、一つは住民サービスの徹底、一つは経

費の削減、もう一つは歳入の増加、もう一

つは働きやすい効率的な職場の実現、この

以上、四つの、どの部署にも共通する、こ

ういった目標管理について、それぞれの目

標を出していただこうかと思っております。 

  なお、この四つの考え方については、今

後、町内に張り出す予定をしております。

職員や住民の皆様にわかりやすい、親しみ

のある表現について、今、職員の皆様に提

案を募集しているところでございます。 

  さらに、毎月、全職員を対象として朝礼

などもございますので、その都度、職員の

方にも直接語りかけるといったことでの、

リーダーシップを発揮していきたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  私は、トップのリーダーシップに必要な

こと、大切なことは、私なりに考えますと、

まず、一つ目は、やはり仕事がきっちりと

できること。これは知識であり、人脈であ

り、統率力、あるいは交渉力、そういった

仕事のできること。 

  二つ目といたしましては、人材の育成、

そういったことに熱意のあること、要は人

を育てるというようなことが大事かなと。 

  三つ目といたしましては、首長になりま

すと、いろいろな場面において、決断をす

ることが必要になってきますけれども、し

っかりと状況を正確に把握して判断し、決

断し、意思決定をしていくと。この三つが、

私は大事なことであると思っております。 



 

 2－5 

  その中でも特に重要なのが、先ほど町長

もおっしゃってましたように、つながると

思うんですけども、人材育成が、私は最も

重要ではないかなと考えております。先ほ

ど、四つの基本的な考え方を述べられ、意

識改革を進めていくということもおっしゃ

っておりましたけども、さらに人材育成に

ついて、田中町長の考え方をお聞きしたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  竹谷議員のただいまの質問に対して、お

答えいたします。人材育成に対してでござ

いますけれども、一つは、先ほど申しまし

たような目標を掲げることによりまして、

一般の住民の方からも見ていただく。そう

いったことも意識していながら仕事をして

いただくということは日常的な人材育成に

なるかと思っております。 

  それと、要は職員の研修制度でございま

す。このたびも業務改善研修というものが、

結果の報告がなされました。その中でも、

さまざますばらしい提案もございましたの

で、そういった提案も、具体的に実現する。

そういったことによりまして、提案したこ

とが実現する。そうすれば、また、やる気

が起こっていくいったことで、自発的なや

る気が起こっていくといった、こういった

形でも人材育成ということは発揮できるの

ではないかと思っております。 

  以上のような手法で、人材育成を図って

まいりたいと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  それでは、さらに進めてまいります。人

材育成には、やはり先ほど言いましたよう

に日々の研修、啓発等は、もちろん必要な

んですけども、やはり目標管理をきっちり

していただいて、仕事に対する成果を公平、

公正に評価をしていただくと、そういった

ことが一番大事なことではないかなと思い

ます。そうすることによって、職員のモチ

ベーション、やる気が、あるいは意欲が向

上し、活気のある職場になってくるんじゃ

ないかと思います。 

  そういったことが、やはり首長のリーダ

ーシップを発揮する大きな要素になってく

るんではないかなと思います。今後も、そ

ういった積極的な研修の採用とか、目標管

理をきっちり進めていっていただいて、町

長のリーダーシップを発揮していただいて、

政策の実現に取り組んでいただきたいと思

いますけども、目標管理、その辺の制度が、

なかなか公務員の世界では難しいというふ

うに聞いておるんですけれども、そういっ

たことも取り入れるべきではないかなと思

うんですけれども、町長の考えをお伺いを

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの竹谷議員の質問に対して、お

答えいたします。目標管理の重要性につき

ましては、議員、おっしゃるとおり非常に

大事なことだと思っております。一つは、

先ほど申しましたような日々のことで、日

常の仕事の中で達成すべく四つのことにつ

きまして、一つは目標管理ということは言

えるのかと思っております。 

  次に、先ほど申しましたように、今回、

所信表明の中で申しましたような目標を、

それぞれの課で、該当するところで掲げて

いただいて、目標管理をしていきたいと。

それで、今回、ちょうど職員の業務改善研
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修という提案がございまして、その中でも

職員の方から積極的に所属目標を設定し、

成果とやりがいの向上を目指すといった、

こういった積極的な提案がなされておりま

す。こういったことも積極的に取り入れま

して、この提案いただいた職員の皆様とも

協議をしながら、どうすれば適切に目標管

理が行えて、目標に従って仕事が行えるの

かということにつきましては、今後、具体

的に検討してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  そうすることによって、やはり役場とし

てのチーム力を高めていただいて、政策の

実現に向け、取り組んでいただきたいと思

います。 

  それと、やはりリーダーシップとしては、

やっぱりトップダウンでする場面も出てく

ると思いますね。あるいはチームとして、

しっかりと議論をして進めていく方法、そ

ういうこともあると思うんですけども、や

はり厳しい環境の中で、最後は決断、責任、

それはついて回ると思います。そのために

も、ぜひ人材育成のほう、力を入れていた

だいて、住民の期待に応えていただけるよ

うに、よろしくお願いをしておきます。 

  次に、子育て支援について進めてまいり

たいと思います。所信表明では、子育て支

援の充実と拡充について、女性が働きやす

い環境をつくっていく観点からも、私は重

要であると思っております。 

  今後、どのような取り組みをされている

のか、町長の考えをお伺いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの竹谷議員の質問について、お

答えさせていただきます。 

  議員がおっしゃるように子育て支援の充

実、拡充というものは非常に大切なもので

ございます。現在、豊能町では、子育て支

援スキップを中心として、子どもの支援、

親支援、地域支援を行っております。一つ

は保育所において、延長保育、早朝の７時

から夜の７時、幼稚園では夕方５時までの

預かり、次に、ファミリーサポート事業と

いうものがございます。実は、このファミ

リーサポート事業、こちらの事業につきま

しては、子育ての援助を受けたい方と、子

育ての援助を行いたい方が、それぞれ会員

登録して育児の総合援助活動をしておりま

す。この制度を活用すれば、土曜日、日曜

日、祝日や早朝、夜間においても、子育て

の援助を行うことは可能になりますので、

まずは、この制度、今ある、この既存の制

度の周知を子育ての依頼者、援助者の登録

の充実を図ってまいりたいと思っておりま

す。 

  さらには保育所、幼稚園の園児の保護者

の方から意見の聴取も行いながら、どのよ

うな子育て支援を求めているのかを把握し、

財政状況をも勘案しながら子育て支援の充

実と拡充を図ってまいりたいと思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  去る１０月１３日だったですかね、国際

通貨基金、ＩＭＦというのが東京で開催を

されましたね。その中でラガルド専務理事、

女性の方ですけどもね。この方が日本の経

済の低迷について述べられている一言があ

るんですけどね。やはり日本は、女性の社

会進出が非常に低いと、欧米に比べて非常
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に低いと、今後、日本は女性の社会進出を

積極的に、やはり取り組んでいくべきだと、

それが日本経済の活性化の大きな柱になっ

てくるんじゃないかというようなことを述

べられております。女性の社会進出の中で

も、いわゆる企業の管理職になる方は、本

当に少ない。フルタイムで働く方も非常に

少ないと、そこが、これからの日本経済の

大きな対策の一つであるというふうに述べ

られております。 

  ちなみに韓国も低いらしいですね。韓国

は、ここ数年、企業、政府挙げて女性の社

会進出、雇用等も含めて非常に努力をされ

て、かなり上がってきていると、日本はい

まだに、こういう低迷をしているというよ

うなことを述べられております。非常に女

性の社会進出に期待をするということを言

われておりました。 

  まさに私は、そういうことは大事かなと

思いました。たかが豊能町が、どうのこう

のということじゃないですけども、せっか

く、こういうことで子育て支援、挙げられ

てますので、豊能町から、そういうことが

発信できるような施策を取り入れていって

いただきたいと思います。 

  ちなみに横浜市が、子育て支援を進める

上で、子育て世代がどういうニーズを持っ

ておられるのか。あるいは、どういう考え

なのかというアンケートをとられたらしい

です。アンケートをとった結果は、意外や

意外や、若い子育て中の方の社会進出、就

職に対しては３時間から５時間ぐらいを希

望する人が８０％ぐらいあったらしいです。

そこで横浜市は、どういうことをしたかと

いうと、そういう画一的な保育所も必要で

すけれども、先ほどおっしゃったような保

育サポートというんですかね、やっぱり柔

軟な保育制度を確立していくべきだろうと

いうことで、そこを積極的に広めようとさ

れております。 

  多分、豊能町も、そういう考えの人も結

構おられるんじゃないかなと、朝から夜ま

でというんじゃなしに、そういった政策も

今後、私は大いに進めていっていただきた

いと思います。 

  今、町長のほうから、そういった保育サ

ポートを周知もしていきたいということで

すけれども、そういった拡充も含めて取り

組んでいく必要があるんじゃないかなと思

います。そういったことで豊能町から、こ

ういう政策が発信できるように取り組んで

いっていただきたいと思いますけれども、

町長の御意見をお伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの竹谷議員の御質問に対して、

お答えいたします。 

  まさに豊能町から発信するということは、

非常に大事なことだと思っております。こ

れから、今後、新しい施策につきましては、

私もできるだけプレス発表をして、記者会

見も受けるような形で発信していきたいと

思っております。 

  ただいま申されました子育て支援、こち

らにつきましても、今後は、いろいろなニ

ーズをつかみながら新たな施策ができるの

であれば、していきたいと思っております。

ただ、今現在、子育て、豊能のファミリー

サポートセンター事業は、先ほど申しまし

た子育ての援助を受けたい方と、子育ての

援助を行いたい方、それぞれが会員登録し

て、相互で援助活動を行うと、非常に、こ

れは住民協働のよい事業だと思っておりま

すので、こちらをやはり、よりこれからは

町内の方にも、どんどん宣伝をしていって、

こういうことは、どんどん効果が出れば豊
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能町でも、こういった効果が出てますよと、

こういった事業は有効ですよといったよう

なことにつきましては、今後、効果も見な

がらＰＲはしていけたらと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  積極的に進めていっていただきたいと思

います。豊能町の場合は立地的に、やはり

雇用の場が限れているのと、やはり、それ

を求めるとかなりの時間を要して、通勤時

間が必要であるというのが大きなネックが

一つありますけどもね。 

  そんな中で、やはり柔軟な保育施策とい

うのは、これから重要になってくると思い

ます。やはり、これからは子育てと仕事が

両立する環境をとっていく必要があります

ね。日本の労働人口が、だんだんと少なく

なっていくという、やっぱりそのためにも

女性の皆さんに頑張っていただくという施

策を、ぜひ、豊能町から発信できるように

していただきたいと思います。そうするこ

とによって、町外から豊能町を目指して転

居を考えられると、あるいは豊能町に住ん

でみたいということにつながってくると思

いますので、ぜひ、そういうことを積極的

に取り組んでいっていただくことを要望を

しておきます。 

  それでは、次にダイオキシンについて質

問をさせていただきます。所信表明の中で

ダイオキシン類汚染物の早期完全解決に向

けての取り組みということがうたわれてお

りますけども、田中町長が考えてる早期解

決への取り組みの基本的な方針をお伺いを

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まず、本質疑の回答につきましては、豊

能町長として答弁すべき事柄でないことも

ございまして、豊能郡環境施設組合の議会

で答弁させていただいた範囲内でお答えさ

せていただきたいと思います。 

  まず、今後、私の所信表明の中ではダイ

オキシン類汚染物につきましては、豊能郡

環境施設組合において国や大阪府と連携し

て安全、確実に、また、早期に安全処理が

行えるように努力してまいりますと書かせ

ていただいておりますが、今後、こちらに

つきましても、施設組合の管理者として無

害化の処理を行うべく鋭意努力し、取り組

んでまいりたいと考えております。また、

当然、管理者、副管理者、能勢町長が副管

理者でございますので、両管理者そろいま

して相談の上、このことについては進めて

いきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  このダイオキシン問題というのは、私が

議員になった以前からあったというのが事

実で、平成９年に発生をしています。当初

は、汚染土壌が9,０００トン、後にそれが

１万1,０００トン、そして、高濃度汚染物、

いわゆるドラム缶というのが約4,２００本、

気の遠くなるような量があったわけですね。 

  今日まで関係者の皆さんの御努力で、現

在、ドラム缶が１４４本と施設解体で新た

に出たものを含めて、約１９０本ぐらいで

すかね、残っているのが事実ですね。 

  しかし、残念ながら、この４年間でも処

理は進まなかったと、現在も残っているま

まになっているということが事実ですね。

ぜひ、この辺の経緯等についても、田中町

長、よく経緯を勉強していただいて、今後
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の解決への参考にしていただきたいと思い

ますけれども、この辺について、田中町長、

どう感じられておるか、考えがあるのか、

その辺をお聞かせ願えれば幸いかと思いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの竹谷議員の御質問にお答えい

たします。 

  まず、経緯につきましては、議員、御指

摘のように、これから勉強してまいりたい

と思っております。申しわけございません

が、何分、着任して間がないこともござい

まして、まだ、完全には把握できてない部

分もございます。ですので、現在、具体的

な見通しというのは立ってない状況でござ

いますけれども、今回の副管理者である能

勢町長とも一緒に話をしていきながら、先

ほどの経緯についてもしっかり把握して、

今後、解決に向けて進めてまいりたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  歴史は、元のところからきっちり振り返

って進めていくのが大事かと思います。な

ぜこういうものが発生したかということも

一つやと思いますね。 

  なぜ、ここまで長引いたかということも

一つですね。やっぱり、そういったことを

きちんと検証して、それなら、こういう方

法でいこうかとかも出てくるかもしれませ

んので、きっちりとその辺は勉強していた

だきたいなと思います。 

  それと、これは非常に難しい問題である

というのはね、当然、認識してただいてい

ると思うんですけれども、これまで、いろ

んな方が努力をされてきました。結果とし

て進まなかったですけども、大変な努力を、

議会としても努力をしてきました。それは

豊能町だけじゃなしに、能勢町の方も一緒

ですわね。住民の方も努力されてきました。

ここまで進みました。しかし、こんだけ残

っていると、非常に難しい問題で、今、田

中町長、言われたように、まず、副管理者

である能勢の町長ですか、あそこを含めて、

やっぱり議会、豊能郡環境施設組合のほう

できっちりと協議をしていただいて、一定

の方向を出していただきたいとは思ってい

ます。 

  いずれにしても大変難しい問題なので、

早々にはできないと思いますけどもね、じ

っくりとやってほしいと思うんですけれど

も、その辺について、町長の感想をお聞か

せください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの竹谷議員の質問について、お

答えいたします。 

  まさに議員、おっしゃっていただきまし

たように、これまで長い間、問題でござい

ます。多くの住民の方、また、これにかか

わりまして、当然、町長、議員の方、両町

長ですか、それぞれかかわってきて、これ

まで非常に積年の問題であるということは

認識しております。ですので、これまでや

られてこられた方の教訓といいますか、そ

ういったこともしっかりと見詰めながら、

何とか、今は現体制で頑張ってまいりたい

と思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 
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○８番（竹谷 勝君） 

  一時的には豊能郡環境施設組合でしっか

りと議論していただくということになると

思います。さらに、先ほど来、繰り返して

おりますけれども、まず、副管理者であり

ます町長と、しっかりと、その辺は連携を

しながら、協議をしながら、協調しながら

進めていただきたい。 

  さらに豊能郡環境施設組合と、組合議会

ともしっかりと議論をして進めていただき

たいと思います。この問題につきましては、

これ以上の質問は、私は適切でないと思い

ますので、これぐらいで終わらせていただ

きますけれども、ぜひ、明るい光が見えて

くるように努力していただきますことを重

ねて要望をしておきます。 

  それでは、次に入ります。次は、生活福

祉部長に御質問をいたします。 

  在宅高齢者外出支援事業について、伺い

ます。この事業は本年６月１日から従来の

運行委託先が変更になりまして、新しく委

託先で運営をされておりますと、その後、

約６カ月がたっていると思います。この変

更後の会員数、あるいは利用状況について、

まず、お聞きをしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたします。 

  在宅高齢者等外出支援事業、おでかけく

んの利用状況でございますが、平成２４年

１０月末の時点でございまして、会員数が

２６６人と、前年同月の１０月末ですね、

２３年１０月末が２４２人ということでご

ざいまして、２４人の増加でございます。

利用回数につきましては、２４年１０月末

で1,９３９回、前年の１０月末で1,０８０

回ということで、２５９回の増という状況

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  ということは、会員数も利用回数も、と

もに今のところはふえているということで

すか。 

  私だけかもしれませんけどね。あの黄色

い車が、あまり見かけないので、ちょっと

心配をしておったんですけどね。高齢者の

閉じこもり、あるいは障害者の閉じこもり

をなくして、自立した生活を送っていただ

こうということで、これは豊能町独自の事

業としてスタートして、それなりの成果を

上げているんですけどもね。そういうこと

でふえているんでしたら、私は、それ以上

は、思うんですけどね。今、課題というの

か、そういうなのは、何かあるようでした

ら、ちょっと。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたします。 

  課題、今、考えられる課題でございます

が、今後、高齢化の進む本町におきまして

はですね、おでかけくんの利用者も増加し

ていくものと考えられますので、将来的に

は利用者の推移を見なければいけませんが、

現状、２台で運行しておりますが、増車等

も考えていかなければならないというふう

に思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  そういうことも考える必要があるという

現状では、私はうれしいなと思うんですけ
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どね。これからますます高齢化が進んで、

超高齢化の時代を迎え、特に豊能町はね、

私は思うんですけども、先ほどの子育て支

援と含めて、やはりこういう高齢者の方が

ね、この豊能町で、いつまでも安心して生

活、そのために自立して生活できるという

ことが、私は一番大事やと思うんですね。 

  聞きましたらね、いやもうマンション、

買ってあるから、いつ引っ越ししようかな

と、タイミングを待っているんやて、そん

な話もね、わずかですけども聞いたり、あ

るいは利便性のあるところへね、越してい

こうということも、どこかないかなという

話も聞きますので、ぜひ、そういうことの

ないように、私は豊能町は日本で長寿ナン

バーワンの町でもいいと思うんですね。長

寿ナンバーワンの町、子育て支援ナンバー

ワンの町でもいいと思うんですね。それぐ

らいの意気込みで、やはり、こういった台

数をふやすということも念頭に考えなあか

んのではないかとおっしゃってましたけど

も、ぜひ、そういったことを積極的に進め

ていっていただきたいなと思います。 

  その辺について、さらに担当部長の御意

見を伺います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  本町の高齢化率は、本当に急激に伸びて

おりまして、９月末現在ですね、３0.５

３％と、本当に高齢化率が高い状況でござ

います。今後におきましてもですね、高齢

化率が、どんどんふえていく状況でござい

ますので、高齢者対策も十分考えて施策を

進めていかなければいけないと思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  ぜひ、しっかり取り組んでいただきたい。

今、高齢化率が３0.５３％ですか、約３人

に１人ぐらいですね。地域的にはね、もっ

と高いところもあるんです。恐らく町長の

おられるところら辺は、もっと高いと思い

ます。また、いろんなところもね、低いと

ころもありますけどね、やはりこれはもう、

早急に取り組んでいかないと、どんどんど

んどん人口が衰退してしまう傾向がありま

す。特に豊能町は坂が多い、段差が多い、

階段が多い、公共施設は遠い、郵便局は遠

い、金融機関は遠い、買い物は遠いという

ことで、非常に苦労されてますので、ぜひ、

その辺は住民目線で取り組んでいっていた

だきますように、特にお願いをしておきま

す。 

  これについては、答弁は結構です。 

  以上で、私の一般質問を終わらせていた

だきます。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊政クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午前１０時２５分といたします。 

（午前１０時１２分 休憩） 

（午前１０時２５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊民クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ２番、井川佳子です。一般質問をさせて

いただきます。 
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  理事者側の皆さんにおかれましては、初

めての経験ということもあるかもしれませ

んけれども、親切丁寧にわかりやすくお答

えいただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

  では、まず１番目のエスカレーター問題

についてお伺いいたします。 

  選挙等々でいろいろ議論があったところ

であります。まず、エスカレーターについ

ての町長の基本的なお考えをお聞かせいた

だきたく思います。 

  ２万4,０００人の人口の町にぜいたく品

と考えるか、または必要不可欠な交通手段

と考えるか、こういう取り組み方のお気持

ちから、まず、お伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問に対して、お

答え申し上げます。 

  議員の御指摘のとおり光風台駅を利用さ

れる住民の皆様にとって必要なものと考え

ております。２万4,０００人の人口のうち

光風台、新光風台には、豊能町の人口の４

割以上の方も住んでおられますということ

から、必要なものと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  必要不可欠なものと考えていらっしゃる

ということをお聞きしまして、とても心強

く思いました。 

  では、社会資本整備総合交付金という名

前のが、ちょうど適用しているということ

が判明しまして、こういう国の補助金があ

るということも町長は、もう御存じだとは

思うんですが、つけかえに当たりまして、

こういう国の補助金を活用される準備等を

進めていらっしゃるのでしょうか。お伺い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の御質問に対して、

お答え申し上げます。 

  更新する場合は、国の補助金を最大限活

用するということは当然でございますけれ

ども、現状では、おっしゃっておられるよ

うに社会資本整備総合交付金を充てること

となるんですけれども、こちらにつきまし

ては種々の制約をクリアしながら府の社会

資本整備計画にのせていく必要があると考

えられ、さらに国の補助金が見込めたとし

ても、国の検査があるため慎重に活用の検

討を行う必要があると考えられます。 

  また、社会資本整備総合交付金は、５年

ごとの計画でして、２５年で一旦、切れる

という形になります。また、今後、政権も、

今はどう変わるかわからないということは、

この補助金もどうなるかということもわか

らないという現状もございますので、そう

いったことも勘案しながら、今後、検討し

てまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  田中町長の所信表明にも国の交付金を、

また、法定耐用年数を経過しました光風台

駅前のエスカレーターについては、国の交

付金も活用しながら更新してまいりますと、

お答えいただいておりまして、それと、所

信表明演説の中に、平成２２年に公表した

財政再建計画の中で多くの住民の移動手段

である光風台駅前のエスカレーターの廃止
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や循環バスの休止を公表されましたと、こ

れは住民にとって必要なサービスを削減し、

町の魅力をなくすものですという捉え方で、

今、取り組んでいらっしゃると思うんです

ね。 

  このままいくと、負のスパイラルに陥る

と書いていらっしゃいます。ですが、実は

前町長が進められてきた施策というのは、

２５項目の財政再建の中で、まずはエスカ

レーターの、将来にわたっての廃止という

ことを決められてはいたんですけれども、

その後、光風台駅前エスカレーター代替案

検討会議というのを立ち上げられました。

学識経験者２名、光風台自治会の方、新光

風台自治会の方、それぞれ３名、それから、

豊能町役場の方３名と、事務局、豊能町役

場から１人という構成で、検討会議を設置

されております。この会議は平成２３年６

月から平成２４年２月、９カ月間、延べ８

回の会議を開催されています。 

  そこの中で、最初は財政再建２５項目に

挙げられて、広報にも掲載されました。エ

スカレーターは平成２６年度末までに廃止

すると公表されたのですが、そこの話し合

いの中で、いろんな検討がなされまして、

エスカレーターの更新に対して、国の交付

金制度を適用できることが判明したという

ことと。それから、新光風台自治会が実施

されたアンケートによって、これは回収率

５8.９％で、そのうち８４％の人が存続を

望むものであったということと。それで、

それからの話し合いの中で、住民も一定の

受益者負担を受け入れる意向があるという

ことが話し合われまして、町は住民負担を

前提にエスカレーターを更新する方針に転

換し、検討会議で提案したという報告書、

会議のまとめという、この検討会議から平

成２４年２月２６日に提出されたことがあ

ります。 

  ですから、一般には、その広報にもうた

われた平成２６年度末に廃止するというこ

とが出回っておりまして、その後の、こう

いう検討会議があって、そこの中で方向転

換なされてきているということが、あまり

周知されていなかったような気がするんで

すね。 

  そして、今回の選挙、選挙というのは前

の町長選挙の話でございます。そういう何

かエスカレーターを廃止する人、それから、

更新する人のイメージで、何か進んでいた

ような気がするんです。でも、そこにちょ

っと違いがあると思うんですね。廃止あり

きではなく、そういう検討会議の中で判明

してきたこと、それにのっとりまして、実

は廃止だけを考えていたわけではないとい

うことなんですね。住民負担については、

その会議では年1,０５０万円というふうに

考えられていたんですが、それについては、

アンケートをとりたいというふうに住民の

方がおっしゃいまして、そして、そういう

住民の方の負担についてもアンケートを実

施することになっていたんですが、まだ、

経過がありまして、町がメンテナンス会社

に稼働可能年数を再確認したら、エスカレ

ーターは大規模災害などで一時的に同部品

が大量に必要になった場合を除き、平成３

１年度末まで稼働させられることが可能と

判明し、町は、その方針で、では３１年度

末ぐらいまで稼働できるのであれば、そう

しようというふうに方向転換されているわ

けなんですね。 

  これを受けまして、この検討会議では今、

そういう住民の方の費用負担のアンケート

をとってもですね、まだまだ、いけるので

あれば、今とる必要はないということで集

結されているわけなんです。 

  ですから、一般に思われているイメージ

と、実は少し違っているんです。これを受
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けまして、町長は、これからどうされるの

かということなんですね。実は、町長の任

期は４年でありまして、２７年までと、で

も、このエスカレーターは部品がある限り、

平成３１年度まで持つというふうになって

います。このまま補助金もあるか、ないか

わからないのでと、先ほどの答弁でしたね。

待ってても、そのままエスカレーターは町

長の任期中は動いてるいるんではないだろ

うかと思っていらっしゃるのかなと、ちょ

っとそこに疑問があります。お答え願いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問について、お

答えさせていただきます。 

  ただ一つ、報告書の中の話があったんで

すけれども、一般の住民にとりまして、私

も含めてなんですが、町の見解といたしま

しては、２０１２年の広報とよののところ

には、部品の供給とフルメンテナンスが不

可能となった場合には、安全性が確保でき

ないことから、平成３１年度末までの運転

は不可能となりますので、その時点でエス

カレーターは廃止することになりますとい

ったことがございますので、こういった認

識で、まず、いっておりましたことが１点

と、それと、先ほどおっしゃっておりまし

たように、３１年という話になりますと、

確かに私の任期中は動いているという話で

ございますけれども、先ほど申しましたよ

うに、部品がなくなれば即時停止するとい

ったこともございます。 

  それと、やはり国の財政も大変厳しゅう

ございますので、やはり国の補助金がある

うちに、何とか進めてまいりたいという考

えでおります。ただ、これからどういった

国の補助金が、今のものが適用されるのか、

新たなものができるのか、そういったこと

につきましては、今後、しっかり見ていっ

て、適用できるものがあれば、適用させて

いただいて実施してまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  はい、ありがとうございます。 

  そうなんです。部品がないと、いつとま

るかわからないエスカレーターです。です

から、私は、そこに挙げさせていただいて

ますように、今、取りかからなければ問題

を先延ばしにしている状態というふうに、

私は今の状態を認識しているんですね。そ

ういう認識でいらっしゃるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問に対して、お

答えいたします。 

  問題を先送りしているというつもりはご

ざいませんでして、今現在、できる範囲の

ことはやってまいりたいと、ですので、ど

ういった補助金が使えるのかとか、わかる

範囲のことは進めてまいって、次に補助金

が活用できるとなれば、それに乗って早急

に行ってまいりたいと思っております。 

  それと、済みません。先ほど私の発言の

中で、豊能町の人口２万4,０００人と発言

しましたけれども、済みません。現在の人

口は約２万2,３００人ですので、ここで修

正させていただきます。済みません。申し

わけございませんでした。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  国の補助金が整い次第、早急に更新をし

ていくというイメージで、私はとったので、

それでよろしいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  そうですね、要は国の補助金にも条件が

ありますので、そういったものを見ながら

適合していけば、やっていきたいと、当然、

適合しなければ、できないケースもあろう

かと思いますので、それは頑張ってまいり

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  もちろん補助金を利用することは、とて

も大事なんですけど、補助金任せでは、や

っぱり心もとないですね。町長は選挙戦の

中でも更新しますとおっしゃっているんで

すから、任期中にしっかりと取り組んでい

ただくという姿勢で理解してよろしいです

ね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  井川議員の御質問に対して、お答えしま

す。 

  当然、任期中に取り組んでまいります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  では、町長の御任期中に更新するべく、

国の交付金等もネットを広げて取りながら

進めていただくということで、認識いたし

ました。ありがとうございます。 

  では、その検討会議の中でも、先ほどち

ょっとあったんですが、その検討会議の中

では、設置は町が、その交付金を使ってし

ますと、でも、その維持費については、住

民負担でということが話し合われていまし

た。話し合われている現状でありまして、

実際の結論というのは、もちろん、まだ、

出てないわけなんですけれども、町長の、

その取り組む姿勢をお答えいただきたいん

ですけど、その維持費ですね。新光風台、

光風台住民の方が負担するようなお話でさ

れてたんですけど、その光風台駅前エスカ

レーターは特定地域の利益と考えていたと

ころに問題があると思うんです。一番最初

に必要不可欠な交通手段だとお答えいただ

いていました。 

  そのエスカレーター、もう人口が２万4,

０００人じゃなくて、２万2,０００人だと

いうふうに訂正もいただきまして、もう2,

０００人も減ってきているんですね。その

エスカレーターですね、町の魅力と捉えて

維持費も町負担するのが、私は当然だと考

えるんですけれども、町長の御見解をお聞

かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の御質問に対して、

お答え申し上げます 

  確かに維持費は大きな話でございます。

ですので、今後、維持費については、抑え

るような努力をしてまいりたいと思います。

基本的には町のほうで維持費はもってまい

りたいとは思いますけれども、一緒に下げ

ていくような努力でありますとか、いろん

な提案というのは、住民の方からもいただ

きながら、例えば、寄附はいただけるんで

あれば、それぞれ寄附をいただくとか、そ
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ういったことは、それぞれ努力してまいり

たいと思っております。ですので、まずは、

その維持費を下げるような努力を、まず、

考えていって、できる限り町のほうでやっ

てまいりたいと思います。 

  また、その際に例えばエスカレーターに

広告をつければ、少しは広告料が入るのか

とか、そういったことも、いろいろ御提案

いただきながら、また、御寄附いただける

方がいらっしゃるんであれば御寄附いただ

くであるとか、そういったことも求めなが

ら今後、考えてまいりたいと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  箕面市でもね、北大阪急行の延長を考え

ていらっしゃるというのは、もう御存じの

とおりだと思うんですけど、そこでも多く

の方から寄附を募って勧めようとされてお

ります。やはり、そういうやり方も町長、

今、おっしゃったようにですね、有効であ

ると思いますし、また、今、初めてですね、

広告料なども考えていらっしゃるという新

しい意見も聞いて、とても頼もしく思って

いるところでございまして、どうか皆さん

の御期待に沿って進めていっていただきた

いと思います。 

  では、この質問については終わらせてい

ただきます。 

  では、２番目のバス問題について移らせ

ていただきます。 

  お年寄りに優しい交通網の整備というこ

とですね。この人口減少の負のスパイラル

を断ち切るためにというふうに、交通網の

整備をお考えですが、実はお年寄りも、も

ちろんそうなんですけど、現役世代、今、

通勤、通学に、この交通手段を使っている

世代の皆さんにも応援を考えていただきた

いと思うんです。それは、一つは、今、言

ったエスカレーターであり、また、バスで

あると、私は考えております。 

  現在の北大阪ネオポリス線の一部、特に

通勤、通学時間帯を箕面グリーンロード経

由の便にするという要望はですね、交通特

別委員会で話し合われ、町行政と、それか

ら交通特別委員会の委員長、副委員長を交

えまして、平成２４年２月３日に阪急バス

に対して、要望を挙げております。 

  お答えはですね、今のところ難しい的な

感じの答えなんですが、このままではいつ

までたっても平行線だと思うんですね。 

  では、町として、もうちょっと踏み込ん

だ、実現してもらえるようにですね、朝２

便、夕方２便、もう極端に言えば朝２便だ

けでもいいとは思うんですが、町より費用

をつぎ込んで運行する方針はあるのかない

のか、お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問に対して、回

答を申し上げます。 

  御存じのように、通勤、通学の利便性を

高めるために、特に通勤、通学時間帯の北

大阪ネオポリス線の箕面グリーンロード経

由便については、本年２月に阪急バスに要

望を実施してきたところでございます。そ

の回答は、議員、御存じかとは思いますけ

れども、阪急バスからは北大阪ネオポリス

線については、豊能町域だけでなく、茨木

市域、箕面市域の輸送も行っており、箕面

グリーンロードへの経路変更を行いますと、

茨木市域、箕面市域での運行便数の減少と

なり、既存旅客への影響が大きいと考えて

おります。 



 

 2－17 

  また、仮に茨木市域、箕面市域での運行

便数を維持しながら箕面グリーンロードへ

の経路変更となりますと、新たな車両、乗

務員が必要となることから、実現は困難で

あると考えていますというのが、阪急バス

の回答でございます。 

  これから申し上げますと、現行の北大阪

ネオポリス線を、より充実させるための運

行を実現するには車両の購入費用とか、乗

務員費用を町が負担して行うことになりま

す。現在の北大阪ネオポリス線の運行形態

の変更を伴うことから、その部分のみに負

担をして実現することは、現状では、残念

ながら困難と考えます。阪急バスに対して

は、そのような運行をしていただきたいと

いう要望については、引き続き今後も継続

してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  阪急バスさんは、このままでは動いては

くれないだろうという気がします。やっぱ

り町として、もうちょっと踏み込んだこと

が要ると思うんですね。それで、東ときわ

台から箕面森町の路線ですね。これもいろ

んな理由を阪急バスさんが述べられまして、

そして、何かいかにも絶対つかないような、

そういう雰囲気でした。でも、やはり西地

域全体のバスの路線を考え直し、西地域の

バスでは町が1,０００万円の費用を充てて、

それが実現されております。 

  やはり町として、もう一歩踏み込んだこ

とを考えていただきたいと思うんですが、

いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  お答えさせていただきます。 

  北大阪のネオポリス線につきましては、

平成９年にダイヤが改正をされて以降、今

現在も全く変わっておらないという状況で

ございます。 

  また、昨年の１２月から池田線の東能勢

線ですね、東能勢線の見直しが行われまし

て、希望ヶ丘、今まで牧を走っていた分の

約半分が希望ヶ丘から走っているという状

況でして、池田線の途中で千里中央へ行く

バスに乗れるという機会がふえたというこ

とで、希望ヶ丘については一定利便性が向

上されたんではないかというふうに思って

いるところでございます。 

  先ほど西地区に1,０００万円のお金を出

しているやないかということでございます

が、これにつきましては阪急バスのほうか

ら東ときわ台線、新光風台線については大

幅な赤字があるということで、今のバスの

便を半減したいという申し出がありまして、

町は箕面森町のほうへの実現をさせてほし

いという要望もありまして、町が1,０００

万円を出すことによって、そういう路線が

組み入れられたということで、今までの経

過は、そういうふうになっておりまして、

北大阪、希望ヶ丘の住環境のあれについて

は、町としては一定改善をされているだろ

うというふうに思っているところでござい

ます。 

  阪急バスのほうから北大阪ネオポリス線

の赤字が、年間約3,０００万円いっている

ということでございまして、これについて

は茨木、あるいは箕面の方が多く乗られる

から、一定は、まだ、ましになっているけ

れども、一応、毎年3,０００万円の赤字に

なっているというふうに聞いているところ

でございまして、これを新たに増便をする

ということになりますと、相当の金額を町

に求められるんではないかというふうに思
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っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  また、交通特別委員会のほうでも一緒に

考えていくんですが、町長も真摯に受けと

めて考えていただきたく思います。 

  それと、もう１点、バス問題についてで

すが、公立高校の学区が旧一学区、旧二学

区が合併して随分たちます。通学至便な町

にするために余野、希望ヶ丘、茨木行きの

直通バスを朝一便でも運行していただける

お考えはありますか。やはり小中学の教育

というのは、豊能町はすばらしいものがあ

ると思います。もう本当に、どこと比較し

ても、この公立の、また、保育所でありま

すとか、こども園でありますとか、幼稚園

でありますとか、こういう環境はですね、

もう本当にすばらしいものである。これを

積極的にＰＲしてくいことは大事です。そ

の後、もう義務教育ではないので、勝手に

してくださいではなく、やはりこういう教

育環境を維持していくためにも、やはり高

校の進学というのは、もうほとんど皆さん

の方がされるわけで、その支援をしていた

だきたいと私は思っているんですけれど、

いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問に対して、お

答え申し上げます。 

  阪急バスでは、豊能町を含めたバス路線

の再編がなされており、先行して西地区の

再編がなされたところですけれども、豊能

町と茨木線を結ぶ路線についても再編が検

討されているものの、茨木市との調整が必

要であるため実現されていないところです。

また、豊能町と茨木市を結ぶ路線は、年間

で１億8,０００万円を超える赤字となって

おりまして、サービスの向上を図るための

増便は困難と考えますが、今後の路線再編

に合わせて既存の路線や便を活用した直行

便の運行について地域公共交通会議での検

討や阪急バスへの要請は行ってまいります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  阪急バスさんの都合もあるやろうからと

いうことを希望ヶ丘でおっしゃったんです

が、そういうふうじゃなくて、やはりこち

らの姿勢としてですね、今、お聞きしたよ

うな地域公共交通と、それから交通特別委

員会を交えて町長も、もっと積極的に取り

組んでいただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

  では、次のダイオキシン問題について、

移らせていただきます。今、１９８本のド

ラム缶が高山に保管されています。この契

約期間ですね、平成２５年１２月２７日ま

でというふうになっておるんですね。 

  要するに、この契約期間が後１年という

ことになっております。この後、どうされ

るのか。先ほど聞いたらですね、新能勢町

長と考えていくというお答えですが、それ

はそうです。でも、豊能町長とされまして、

やっぱり町民の皆さんにも親切に説明して

いただきたいと思うんですね。その議会を

見に来いというだけではなく、やはりここ

にお集まりの傍聴の皆さんでありますとか、

もっと広く豊能町に住んでいらっしゃる方

にもですね、豊能郡環境施設組合で考えて

いますから、ここでは答えられませんとい

うようなお答えではなくて、町長として、

どのように進めていくお気持ちであるかと
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いうところを、私は、きょうはお聞きした

いと思うんですね。 

  まず、先ほど聞きました、あと保管期間

が約１年と、そういうこと自体をどう受け

とめて、どうされようとしているのか、お

聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問に対して、お

答えさせていただきます。 

  豊能町長としてという話でございますけ

れども、一つは、これ豊能郡環境施設組合

の議会の中で、やはり決めていくべきもの

でございまして、なかなか、先ほど申しま

したように、能勢町長、副管理者とともに

当然、検討していくべきものだと思ってお

ります。 

  それと、そういうことですので、今後、

この処理につきましては環境施設組合の管

理者として処理の方法について、さまざま

な方法を今後、副管理者とともに検討する

必要があると認識しております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  町長は選挙期間中、このダイオキシンは

国崎クリーンセンターで処理をすべきとお

っしゃって訴えていらっしゃいました。今

も、その方針には変わりはないんですかね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  井川議員の質問に対して、お答えさせて

いただきます。 

  実は、私の配付物とかを見ていただいた

らわかるかと思うんですけれども、一切、

国崎クリーンセンターで処理をすべきとい

うことは、そういったもので公言している

ということはございません。それが１点で

す。 

  それと、国崎クリーンセンターでの処理

なんかも含めまして、さまざまな処理の方

法について今後、検討してまいりたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  失礼いたしました。私が間違えたという

ことですね。はい。認識させていただきま

す。申しわけありません。 

  では、さまざまな方法があると考えてい

らっしゃるという、そのさまざまな方法と

いうのは、どういう方法なのか、お答えい

ただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  さまざまな方法でございますけれども、

一つは外部処理ということで、ほかのとこ

ろで処理していただくということが１点、

もう一つは、先ほども申しましたが、国崎

クリーンセンター、こちらで処理をしてい

ただくということが１点、それとここの当

地で、豊能町の当地で処理をするというこ

とが１点、処理という話でいえば、そうい

ったことになるかと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  さまざまな方法の選択として三つあると

いうお答えでした。では、契約期間があと
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約１年に、切れる間に、それらが全部進め

られている、進められているとはちょっと

考えにくいと思うんですね。では、この保

管先をどうされていくおつもりなんでしょ

うか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問について、お

答えします。 

  これも、先ほどの話と繰り返しになるん

ですけれども、施設組合の会議の中で、ま

た、決めていくことになりますので、今の

現状では、どこで、もし保管期間が切れた

ときに、どちらに保管するかというのは、

今後、その中で検討していくことになりま

すので、現時点では明言できるものではな

いと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  環境施設組合に今、府の職員の方が不在

です。やはり、こういう大きな問題を考え

るときには、もちろん豊能町と能勢町と、

それから、そういう町の自治体だけではな

く、やはり府や国のお考えもちゃんと指導

にものっとってですね、進めていないとい

けないと思うんです。そういう迅速な解決

のために、府の力をかりるべきと考えてい

るんですが、今、どういう形でかりられて

いるんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問に対して、お

答えさせていただきます。 

  ４月より大阪府から派遣していただいて

管理官は府に復帰されたんですけれども、

今現在、これまでと同様に技術支援を受け

られるように必要なときに施設組合に出張

して業務に当たっていただくと、こういっ

たことによって支援を受ける形になってお

ります。 

  現在においても、府の力をおかりしてい

る形になっていると考えております。以上

でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  今のお答えでは、環境施設組合には府の

職員は不在ですが、必要なときに来ていた

だいているというのは環境施設組合に来て

いただいているのか、あるいは、環境施設

組合が府に相談に行っているのか、どっち

なんですかね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  両方あるんですけれども、環境施設組合

に、基本的には来ていただいていると、ま

た、相談事等あれば、場合によっては、ま

た、府のほうに伺うこともありますけれど

も、基本的に環境施設組合のほうに府の職

員の方が技術支援ということで、出張とい

うことで来ていただいただくことになって

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  早急に進めていっていただきたいけど、

なかなか早急に解決できない、本当に大変

大きな問題であります。やはり情報の開示

というのも必要だと思います。今、１９８
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本のドラム缶が高山に眠っているという事

実さえ御存じのない方も、かなりあります。

中央公民館の隣にあると思っていらっしゃ

る方もいらっしゃいましたし、やはりそう

いうことも開示して、みんなで取り組んで

いこうという姿勢、今、目の前にないから、

もう解決されたんじゃないかというような

イメージを振りまかないように、ぜひ、町

長としての説明も、皆さんにしていきなが

ら進めていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

  では、次の質問に移らせていただきます。

事業の見直しについてなんですけれども、

町長は所信表明の中で、全事業について新

たな事業評価制度を導入してまいりますと

されていますが、どのように進めていらっ

しゃるのか、お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質問に対して、お

答え申し上げます。 

  全事業の事業評価については、平成２６

年度から本格的に実施していく予定でござ

います。現在は、予算事業と実施計画事業

の整合性を図ることを目的に予算の事業再

編に取り組んでいるところであり、平成２

５年度の当初予算より事業評価の導入を見

据えた事業名称への変更をしているところ

でございます。 

  今後は、平成２５年度中に職員の研修を

行いながら一部事業について政策評価の試

行を行い、平成２６年度当初から全事業の

評価を行う予定でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうですね、すぐに実施はできないとい

うようなイメージで捉えたんですけれども、

平成２６年から実施したいというふうにお

考えのようですね。やはり事業というのは、

町単費で起こしているものは結構少ないと

思うんですね。やはり国から、府からとい

うような事業がほとんどです。その中で、

どの事業が一定要らないかということを考

えていくのは、非常に難しいものがあると

思うんですね。 

  そういうような御認識に立って、お進め

なんですね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  井川議員の質問に対して、お答えいたし

ます。 

  確かに議員おっしゃっておられるように、

補助金等を受けてる事業とかあります。そ

れにつきましては、ただ、そういいまして

も、当然、財政難、超高齢化社会、ストッ

クの老朽化などの諸課題、こういったこと

にも対応していかなければいけないという

こともございますので、要は、こういった

限られた経営資源を最大限有効に活用する

ような、そういうふうな視点でも行ったら、

そういうどうしても切れない事業について、

そういった視点でより、その事業が、どう

すればより有効に効果するのかといった視

点で事業の評価をしていくという考え方が

必要かと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  事業の効果をよく考えて進めていただけ

るということなので、よろしくお願いいた

します。 
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  では、私の質問は、これで終わらせてい

ただきます。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  １番、豊民クラブの橋本です。 

  通告書に沿って、質問させていただきま

すので、町長におかれましては、的確でわ

かりやすい答弁をよろしくお願いいたしま

す。 

  若干、ちょっと順序は変わりますけども、

二つ目の職員の意識改革についてから質問

をさせていただきます。 

  町長就任後、はや１カ月以上が経過しま

した。その中で町長に就任される前後で、

職員に対するイメージというのが、前後で、

どのように変わったのかということを、ま

ずお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの橋本議員の質問に対して、お

答えさせていただきます。 

  町長に就任して、直接、職員の皆様と今、

仕事を進めておりますが、皆様、真面目に

仕事に取り組んでおられます。先日も業務

改善研修の発表というのがございまして、

そちらでも若手中堅の職員で構成される３

グループから積極的な業務改善の提案の報

告を受けましたけれども、いずれも、よい

提案であり、指導されている講師の先生も、

他都市と比べてもトップレベルの提案であ

るということでほめておられました。 

  そういったこともありまして、一つは、

外で見ているより中で見るのは、少し違っ

ているということが１点でございます。そ

れと、ただ、やはり挨拶とかという面につ

いては、まだまだ、なかなか庁舎に来られ

た方、住民に対しての対応の挨拶という面

では、少し不足しているようには思いまし

たので、そういったことに関しましては、

当初の御挨拶の中でもお願いしたところで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  質問、ちょっと順番、変えて申しわけご

ざいませんでした。 

  先ほど町長もちょっと、もう次の質問も

お答えいただいたんですが、やっぱり私が

見ている限りでも、やっぱりまだ、本町だ

けではございませんけども、まだまだ納税

者をお客さんというふうに感じてないんで

はないかなというふうに見受けられるあた

りが多々あると思います。そんな中でです

ね、やっぱり民間企業並みにとはいかない

かもわかりませんけども、いらっしゃいま

せもそうですし、おはようございますとい

うふうなこともですね、やはりしっかりや

っていくべきちゃうかなと思いますし、や

っぱりトップがかわった、これを機に、そ

ういうふうなこともですね、ぜひとも積極

的にやっていくべきだというように考えま

すけども、そのあたりは、どのようにお考

えですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員の質問に対して、お答え申し上

げます。 

  やはり接客の基本は、まずは挨拶だと考

えておりますので、先ほども申しましたよ

うに登庁のときに早速、庁舎に来られた住

民に方に対しては挨拶をお願いするという
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ふうなことは、お願いしたところでござい

ます。 

  それとあとは、さらに進んだ話で、先ほ

ども業務提案の中であったんでございます

けれども、他課との連携の強化では、たら

い回しの撲滅と、こういったことについて

も、先ほどの職員の 

○議長（福岡邦彬君） 

  町長に申し上げます。質問に対して答弁

してください。 

○町長（田中龍一君） 

  ですので、接客については、先ほども挨

拶が大事だということで、挨拶についてお

願いしますということでお願いしていると

ころでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  やっぱり当然、挨拶というのは大事だと

思いますし、そこはみずから、やっぱり町

長もですね、先ほど、職員とのコミュニケ

ーションを図っていくという話もおっしゃ

ってましたけども、そういうふうな挨拶も

ですね、やはり登庁される際も町長みずか

らが積極的にしていくというようなことで、

やはり皆さんに、そういう意識を持っても

らうということが大事じゃないかなという

ふうに思います。 

  町長は、もう就任されて約２カ月が、も

うすぐたちますけども、そのあたりで、先

ほど、町長、冒頭の初登庁をされて、最初

に職員の皆さんにですね、そういうふうな

とも、挨拶も含めてしっかりやってほしい

ということで述べたというふうにおっしゃ

ってましたけども、そのあたり、私が見る

限りは、まだ、かわりがないんじゃないか

なというふうに思ってますけども、そのあ

たりが、町長がどう感じられて、それを次、

どうしようというふうに考えておられるの

か、お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員の質問に対して、お答えいたし

ます。 

  一つは、先ほど申しましたように朝礼な

どで随時、申しています。それと。当然な

がら、私自身も職員の皆さんに対してどん

どん挨拶を率先してやっていくということ

が一つ、それともう一つは、先ほどにも話

をしましたように、業務に取り組むべき基

本的な四つの視点ということで、サービス

の向上でありますとか住民の皆様へのサー

ビスの向上、あとは経費の削減とか、収入

の増加でありますとか、効率的な職場の実

現でありますとか、そういったことにつき

ましては、今、職員の皆様に表現について、

より親しみやすいものを考えていただいて

いるところでございまして、そういったも

のを張り出すということによりまして、

日々、それを見ながらサービスの向上につ

ながっていくのではないかというふうに思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれね、私も今、新聞紙上でも

騒がれてますけども、関西電力の社員です。

そんな中で、実は関電自体も、やはり公共

性の強い企業で、やっぱり、そんな中で、

お客さんのことをやっぱりお客さんと思っ

てなかった時代も、確かに昔はありました。

やっぱりそういうようなことが今は大分改

善されて、やはりお客さんことは、しっか

りお客さんと思うというは当然、時代の流
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れの中で変わってきましたし、先ほど、無

理やというようなことも一部ありましたけ

ども、僕は無理やと思ってません。やっぱ

りそこはしっかりとみずからがですね、口

酸っぱく言っていく、みずから見せていく

というふうなことを、やっぱり繰り返しな

がら、やっぱりお客さん、納税者の方をお

客さんだと思うということから、やっぱり

始めていただきたい。それがないと、多分、

幾らいいことを言っても実現できないと思

いますし、やはりそういうふうなことで、

町に愛着を持つということもそうですし、

やっぱりお客さんだと思って、日々、接し

ていただくと。それで、なおかつ、住民の

皆さんが役場に来たい、来てよかったと思

って帰っていただくというふうなことを、

まず、始めていただきたいなと思います。 

  これはしょうもないこともしれませんけ

ども、やはりそういうふうなところから変

えないと、きっと町長が思っていることは

進まないんじゃないかなというふうに思い

ますので、ぜひともよろしくお願いします。 

  そうしましたら、次の質問に移らせてい

ただきます。次に、所信表明についてです

ね、御質問をさせていただきます。 

  町長はですね、まちづくりプロジェクト

チームの立ち上げということで、プロジェ

クトチーム自体を兼務でというふうにお考

えのようですけども、やはり町のにぎわい

だとか、活性化を大きく前に進めるために

は、私自身は、やはり専属組織ということ

を設置して、前向きに精力的にやっていく

という必要があるんではないかというふう

に考えますけども、そのあたりは、町長は

どうお考えですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員の質問に対して、お答えさせて

いただきます。 

  まず、議員がおっしゃるように、プロジ

ェクトチーム、町のにぎわいとか、活性化

を大きく進めるためには、新たな事業が必

要になってくるかと思っておるんですけれ

ども、そのときには往々にして新しいこと

は、ほかの課にまたがってしまうと、いわ

ば業務がまたがるということは往々にして

よくあることでございます。ですので、立

ち上げ期につきましては、それぞれ関連す

る部署の方が出てきていただいて、仕事を

兼務してきながら、プロジェクトチームを

立ち上げてやっていただくというのが適切

ではないかと思っております。 

  ただ、それが一旦、事業化をされれば、

当然、議員、御指摘のように専属のところ

でやっていただくというものがふさわしけ

れば専属のところでやっていただくという

ようなことをすべきではないかと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、町長がおっしゃったように、確かに

部分横断的なことがあって、それをクリア

するためには、やっぱり各組織から出てい

ただいてということも、確かに、そういう

場面もあるかもわかりません。ただ、やっ

ぱり今、こういうような状況、また、各行

政の動きなどを見ていると、やはりいろい

ろ、そういうふうな専属チームを立ち上げ

てやっておられるところも多々あります。

やっぱり、そこは組織のあり方で、例えば

町長直轄の組織にするとかいうふうなこと

も踏まえて、やはりその権限も持たし、予

算も持たしてやっていくいうふうなことか

ら始めないと、多分なかなか兼務で、日々
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の業務に追われながらやっていくと、どう

しても後回しになっていくんじゃないかな

と、そうしていくと、多分、日ばかりたっ

て、なかなか前に進まへんということもあ

ろうかと思いますので、このあたりは、ま

だ、すぐにとは言いませんけども、ぜひと

も、もうちょっと、その進捗を見ながら、

進みぐあいを見ながら、しっかりと前向き

に、ぜひとも進めていただきたいなという

ふうに思います。 

  ただ、１点、このプロジェクトチームな

んですけども、組織を横断してやるという

ことは、当然、大事やと思うんですけども、

その中で、どのようなことをテーマに掲げ

てやろうというふうにお考えなのか、お聞

きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員の質問に対して、お答えさせて

いただきます。 

  今、考えておりますのが、先ほど来、話

をしております、その業務改善研修という

ところで、成果が発表されました。その中

で、三つ提案があったんですけれども、一

つは所属目標を設定し、成果とやりがいの

向上を目指す、もう一つは他課との連携の

強化、たらい回しの撲滅、もう一つは事務

引き継ぎをスムーズにし、仕事のクオリテ

ィーを高めるといったものを御提案いただ

いておりますので、これも、いずれも複数

の課にまたがるものでございますから、ま

ずは、こういったことが、今、御提案いた

だいてるということもございますので、こ

ういったことからプロジェクトチーム、ま

さに、この御提案いただいた方を中心にや

っていただくようなことが必要かなと、今

現在、私としては思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、町長おっしゃったようにですね、三

つの、そういう課題が出てきて、それにつ

いて、いろいろ発表会をされたと。確かに、

そういう所属の目標、たらい回しをしない。

事務の引き継ぎのあり方等々、確かに大事

やとは思います。ただ、それはどちらかと

いうと、内向きな話ではないかなと思うん

ですね。確かにたらい回しというのはお客

さんにとっての話ですから、早急にやるべ

きだと思いますし、重要なことだというふ

うに思います。 

  ただ、私が言っているのは、一歩、もう

一歩踏み込んで、確かに、こういうような

ことを、先ほど申された三つのテーマを優

先に取り組むというのは、よくわかります

けども、やはり、それ後、やっぱりまちを

にぎわす、活性化する、例えば、ほかのと

ころでは、そういう特産をあえてつくった

りとか、例えば、ゆるキャラを設けたりと

か、いろいろしていますよね。そういうの

は、やはり他市町村、他行政でもやってい

るようなことをやる。当然、それ以上のこ

とをやるということは大事やと思うんです

ね。そういうのは、今、申された内向きな

ことではなくて、やっぱり外に打って出る

ということを早々にやるべきではないかな

というふうに考えますけども、そのあたり

は、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの橋本議員の質問に対して、お

答え申し上げます。 

  今、早々にやるべきことということで、
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現在、進めていますことが、やはり町内の

Ｕターン施策ということを、今、考えてお

ります。といいますのは、来年、再来年と

消費税が８％、１０％と上がると、住宅メ

ーカーの方の話を聞くと、非常に今、住宅、

ミニバブルといいますか、買いたい人は、

たくさん買ってきているので忙しいと、で

すので豊能町についても、この波を何とか

こちらに入れたいということで、今、考え

ていることがございまして、そういったこ

とについて今、豊能町の、先ほど来、井川

議員からもおっしゃっていただいたように

メリット、豊能町のメリットについて、

大々的にまとめて発表、公表していくと、

公表するに当たりましても、広報とよの、

こちらで、例えば１月号でありますとか、

８月号でありますとか、ここの住民の方の

お子様方が、こちらに帰ってこられるよう

なタイミングを見計らって、そういったこ

とを効果的に実施してけないかなと、そこ

でできれば親御さんからも豊能町、こうい

うことをやっているよというようなことを

一声掛けていただければありがたいなと考

えております。ですので、まずは今、豊能

町のメリットを一番届けたい、お子様方に

届けるような形で広告を打っていくという

ようなことを、今現在、検討しているとこ

ろでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  今、町長の思いはお聞きしてわかります。

ただ、やっぱりそういうふうなことで、今

おっしゃっているのは、多分、今現状の豊

能町のよさ、政策、施策をわかってもらっ

て帰ってきてもらうということやと思うん

ですね。それに町長の方針でもあったよう

な、そういう空き家の話とかあるかもわか

りませんけれども、ただ、やっぱり町外の

方からも見て、豊能町って、こういう町だ、

こういう特徴があるというようなことも含

めてですね、やっぱり出していくべき違う

かなと、そのために、やっぱりそういうよ

うな組織を設けるべきだというふうに僕は

考えますので、また、そのあたり、すぐに

とはいきませんけども、やっぱり職員の人

材をしっかりと見きわめていただいて、早

い段階で、そういうような組織強化を、ぜ

ひともしていただきたいなということで要

望をしておきます。 

  次に、本庁支所へのフロアマネジャーの

設置ということで、所信表明にもうたわれ

ています。その中でフロアマネジャーの設

置もさることながら、やっぱり接客の基本、

先ほども申し上げましたけども、当然、挨

拶だけではなくて、例えば、お客さんをお

待たせしないとか、待っている人がいはっ

たら声をかけるとかというようなところの、

接客の基本というのが、まだまだできてい

ないように感じてますけれども、町長は、

どのように感じておられますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員のただいまの質問について、お

答えいたします。 

  接客の基本が、まだまだというお話がご

ざいまして、これ、先ほど来、申しており

ますように、まずは、基本は御挨拶からと

いうことで、それを何とか励行していきた

いということがございます。それと豊能町

も元来、民間企業へ人を派遣、要はホテル

なんか接客業のところにも、これまで人を

派遣してきております。その方々が中心に

なって、先ほどの業務改善という研修を、
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また、取りまとめられて発表されていると

いうこともございますので、まさに、先ほ

ど申しましたようなたらい回し、こういう

ことを撲滅しようというような提案もまい

りましたので、そういった民間の研修を受

けて豊能町に帰ってきたときに、こういう

ことがだめだなと、こう改善しなければい

けないというような当然、いろんな視点の

業務の発表とかもありましたので、そうい

ったことに関しては、どんどん取り入れさ

せていただいて、それを全庁的に取り入れ

ることによって、接客のレベルが上がって

いくのではないかと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、私、申し上げた、ちょっと議長から

質問、かぶってませんかという話があった

んですが、私の言う、その接客の基本とい

うのはですね、挨拶もさることながら、例

えば、電話の出方もそうですし、例えば、

相手が電話を切るまで、普通は、電話を切

らないというのが普通なんですけども、や

っぱり町に電話すると、先にがちゃっと切

ってしまうというか、そういうのが多々あ

ります。例えば、名刺の出し方もそう、や

っぱりそういうようなことも含めて、そう

いうのはマナーの基本だと思いますし、そ

ういうのは、もう一般に市販されている著

書なんかでもあります。そういうようなこ

とを用いてでもですね、やはり庁内で、そ

ういう教育、研修をですね、わざわざ先生

を呼んで来なくてもできると思いますので、

ぜひともやっていくべき違うかなというふ

うに感じています。 

  そういうふうなことを繰り返しやってい

ただきながら、やっぱりそういう気遣い、

心遣い含めて、お客さんにもそうですし、

町の中の組織の中でもやっぱり、そういう

ようなことを繰り返しやっていくと、組織

も強くなるし、お客さんにも信頼が得られ

んじゃないかなというふうに思いますので、

ぜひとも、そういうふうなことをやってい

ただきたいと思いますけども、どのように

お考えですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員のただいまの質問に対して、お

答えします。 

  おっしゃるように、講師の方を呼んでの

研修だけではなくて、確かに市販の本とか

で出ているものとかがありますので、その

あたりはまた、まとめるなり、何らかの形

で皆さんにお伝えするなりということにつ

いては、早急に検討してまいりたいと思い

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  はい、ありがとうございます。まさしく、

こういうようなことを申し上げると、何を

言うてんねやなというふうに思われるかも

わかりませんけども、やっぱりそういうふ

うなこともね、多分、一つの基本だと思い

ますし、普通、民間企業では、そういうよ

うなことは新入社員で入ったら、そういう

ふうなことを研修を受けて、そういうふう

なことを学ぶということをしていますので、

やはり、そういうふうなことも繰り返しや

っていくべきだと思いますので、ぜひとも、

そういう意識づけも含めてですね、やって

いただきたいと思いますし、やはり、そう

いうふうな普通、多分これは本町だけでは

なくて、どこの市役所、地方役場へ行って
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もそういうことはできないと思いますけど

も、そういうふうなことができる役場だと

いうことも含めてですね、やっていただき

たいなと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

  次に、所信表明の中の住民と行政の双方

向コミュニケーションの促進というふうな

ことでうたわれています。この中で、やは

り住民の意見を積極的に取り入れる、聞く

ということは、当然、非常に重要なことと

いうふうには思いますけども、町長自体、

こういうふうな双方向コミュニケーション

を、どのような手法で考えておられるのか、

お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの橋本議員の質問に対して、お

答えいたします。 

  議員、御指摘のとおり双方向のコミュニ

ケーションで住民の皆様の御意見を積極的

にとれることは非常に重要なことと認識し

ております。まずは多くの皆様の御指示を

いただいて当選させていただきましたので、

公約の実現を進めることが、まずは重要と

思っております。 

  ただ、公約の具体的に実現に当たりまし

ては、住民の皆様の御意見も取り入れられ

るところは取り入れながら実施してまいり

たいと考えております。 

  また、その住民の皆様の御意見を取り入

れる手法ですけれども、それぞれの事業や

特性等によって内容が異なりますので、そ

れぞれに応じた方法で御意見を賜るような

双方向のコミュニケーションの促進につい

ては検討してまいりたいと思っております。 

  それと就任して間がなくて、まだ、具体

的なことは、これから考えていくところな

んですけれども、ただ、この２カ月間で実

際、私がやったこととしましては、一つは、

先ほど申しましたＵターン施策の実施に当

たっては、町内の不動産事業者、集まって

いただいて、いろいろ御意見をいただいて、

今現在、反映しようとしていることもござ

います。また、公務の差し支えのない範囲

で各種団体の会合にも積極的にも参加させ

ていただいているところでございまして、

先日も独居老人の方への食事サービスをし

ている会にも参加させていただいて、いろ

いろお話を伺ったりはしてきました。 

  また、１１月のとよのまつり、こちらに

もできるだけ長い時間、参加させていただ

きまして、多くの店とか、展示会場に出向

いて、いろいろ皆様のお話を聞かせていた

だいたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、町長がおっしゃっていただいたよう

に、各種団体とのミーティングといいます

か、話し合いですね、等々含めて、フェイ

ス・トウ・フェイス、顔を合わせてお話を

聞くということは非常に大事なことだと思

います。 

  まず、前町長も、そういうふうなタウン

ミーティングをやられていました。非常に、

そういうふうなことも大事だなというふう

に思っています。その辺は継続して、ぜひ

とも続けていただきたいなというふうに思

いますけども、もう一方では、やはりなか

なか大多数の方とは、そういうふうな折衝

なり、お会いして話をするというのは、な

かなか難しいかと思いますので、一方では、

そういうふうな住民満足度の調査とか、あ

るいは転入転出時の転入転出者へのアンケ

ート調査とかいうふうなことを踏まえなが
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ら、なぜ出ていくのか、なぜ入ってこられ

たのか、例えば、やっぱり住民の皆さんが、

今、役場に対して、どういうことを思って

おられるのかということも含めて、やっぱ

りアンケート調査なんかもとっていくべき

できないかなというふうに思いますけども、

そのあたりはどのようにお考えですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  先ほどの橋本議員からの質問に対して、

お答えいたします。 

  おっしゃるように、転入転出、こういっ

たことの内容、アンケートをとるというの

は非常に大事なこととして認識しておりま

して、この１０月から今、庁舎、支所にお

いて転入者、転出者においてはアンケート

の調査を実施しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  早速そういうふうなことをやっていただ

けているということで、初めて知りました

けれども、ありがとうございます。 

  やはり、そういうふうなことで、より多

くの方から、そういうふうな御意見、お声

を聞けるように、ぜひとも何らかの工夫を

今後とも進めていただきたいなというふう

に思いますので、よろしくお願いします。 

  次に、これも所信表明の中に入ってます

けども、遊休地の見直しということで、当

然、そういうふうな売却等々も含めてです

ね、お考えだと思いますけども、こと戸知

山についてですね、今後、どのような活用

を考えておられるのか、お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの橋本議員の質問に対して、お

答え申し上げます。 

  戸知山の活用についてなんですけれども、

将来的には、できれば企業誘致ができれば、

企業とか、あそこで事業をやっていただけ

る方がいればありがたいと思っております。

ただ、なかなかすぐには困難と考えますの

で、今現在、栗園とか炭焼き窯、椎茸園と

か桜園とか、こういったことについて進め

ているということですので、こういった利

用について当面は考えていきたいと思って

おります。 

  また、当面の維持管理経費については、

計上していく考えですけれども、ＮＰＯ法

人等による管理方法も今後、検討していき

たいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  確かにですね、豊能町、結構山奥にあり

ながら、例えば味覚狩りできるところがほ

とんどないだとか、例えばバーベキューで

行くところがほとんどないようなとこがあ

って、なかなか私自身、こういうような豊

能町の山奥の議員をやっているということ

を、皆さん、御存じですので、都会の方か

ら豊能町にええとこないかというふうなこ

とを言われるんですが、実際に、そのよう

なところがあまりないというふうなことで、

先ほどの栗、椎茸等々おっしゃっていまし

たけれども、やっぱりそういうふうなこと

もですね、一つのアイテムではあるのかな

というふうな感じはします。 

  そんな中で、もう一歩ですね、やっぱり

この自然の環境、これだけ広いところがあ

る。そういうふうなことを含めてですね、



 

 2－30 

以前、議会でも質問しましたけれども、そ

ういうふうなスポーツの合宿地としてね、

そういうふうな、例えばグラウンドを設け

て簡易宿舎を建てるか、建てへんかは別に

して、例えばいろいろな建物、今、余って

ます。そういうふうなところを利用しなが

ら、そういうスポーツ合宿地として活用で

きないかということを以前に提案をしたこ

とがありますけども、そのあたりについて、

検討の余地があるのかないのか含めて、お

答えをいただければありがたいです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの橋本議員の質問に対して、お

答えいたします。 

  スポーツ合宿地ということでございます

けれども、先ほどの企業誘致という中で、

もし、そういった提案があって、法律的に

できるんであれば、そういったことも考え

られるのではないとは思っております。ま

た、一つは、暫定的な話でいいますと、な

かなか先ほど申されたように、宿泊施設を

つくるでありますとかというと、なかなか

経費がかさむという面もありますので、そ

ういった面ではちょっと難しいのかなと。

ただ、例えば、キャンプを張ったりとかと

いうことは考えられないこともないんです

けれども、一つは御存じのように、あそこ

はイノシシとか、シカとか、場合によって

はマムシとか出てくるということもあるの

で、そういったことも考えると、ちょっと

どのように、なかなか難しいのではないか

と、また、橋本議員のいろいろ御意見も賜

りながら考えてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  なかなか、この土地、山も譲渡といいま

すか、いただいてから、なかなかうまく使

えてないと、ただ、いろんな制限があると

いうこともお聞きしてますけども、やはり、

そのあたりも含めて、先ほど町長、企業誘

致ということもおっしゃってましたけども、

いろいろな観点で、ぜひとも早い段階で有

効利用が、しっかりとできるように、ぜひ

ともお願いをしたいなということで要望し

ておきます。 

  次に、職員のやる気の喚起ということで、

町長が評価制度、提案制度を考えていると

いうことで所信表明にも述べられてますけ

ども、そのあたり、どのようなことをお考

えなのか、お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員の質問について、お答えいたし

ます。 

  先ほど来から回答していることとも重な

るんでございますけれども、目標を定めて、

先ほど所信表明で掲げている内容をもとに、

それぞれの部、課、担当者で目標を設定し

て、それを提出してもらって、目標の進捗

管理を行うと、こういったことも一つ、評

価制度の中に組み入れたらどうかと思って

おります。 

  また、先ほど申しましたように、住民サ

ービスの徹底とか、経費の削減、歳入増加、

働きやすい効率的な職場の実現、こういっ

たことについても、それぞれの職場でどう

いったことを実現できるのか、何が足りな

いのかといったことも目標として掲げてい

ただいて、評価できればいいかとは思って

おります。 

  提案制度についてでございますけれども、
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これも当然、今現在の提案制度はあるんで

すが、できるだけ提案していただいたもの

で効果が見込めて、費用はかからないよう

ものであれば、積極的に採用していって、

職員のやる気につなげていきたいと思って

おります。 

  今後は所信表明に書いたことの実現に関

して、積極的に提案していただければあり

がたいと思っております。また、先ほども

申しましたけれども、１１月の業務改善研

修の提案ということも、先ほど三つ提案い

ただいたというのもございますので、こう

いったことについても実現に向けて積極的

に考えていきたいと思っておりますので、

提案していただいたことが、それがまた、

実現される。そうすることによって、また、

職員の皆さんも、また、提案していただけ

ると、どんどんやる気が喚起されていくの

ではないかと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、おっしゃっていただいた評価制度は、

何となくわかります。提案制度なんですけ

どね、先ほど町長が費用がかからないもの

についてはということでおっしゃいました

けども、別にこれは、僕は費用がかかって

も費用対効果が合えばね、ぜひともやるべ

きやと思いますし、やはりその辺はね、今、

こんな財政が厳しいから金かかるやつはあ

かんということではなくて、やっぱり初期

投資、金がかかっても、後々、回収がしっ

かりできるんであれば、やはりやっていく

べきだというふうに思いますので、これは

別に褒賞でほめたたえるとか、そういうこ

とだけではなくて、やっぱり職員がアイデ

アを出し、知恵を出した者に対して、しっ

かりと、それが実現できる。言うたことを

やってくれるねんなというふうなことの、

やっぱりスパイラルが必要じゃないかなと

思いますし、言うても、言うだけで、何も

変わらへんというようなことのないように

ですね、町長には取り組んでいただきたい

なと思いますし、ぜひとも職員の知恵、ア

イデアということを存分に活用しながら、

この町のためにやっていただきたいなとい

うふうに思いますので、その提案制度につ

いてですね、ぜひとも、先ほど申し上げた

ように費用のかかる、かからないもそうで

すけども、やはりよりいいもの、この町の

ためになるものであればですね、どんどん

採用、実現というようなことでやっていた

だきますようにお願いを申し上げます。 

  次に、最後にですね、情報発信について

ということで質問させていただきます。 

  今まで私も情報発信について、いろいろ

な提案をさせていただきました。でも、な

かなかちょっと難しいなということで進ん

ではおりませんけれども、町長自体、本町

に興味を持っていただける積極的な情報発

信というのは、どういうようなことをお考

えか、まず、お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員のただいまの質問に対して、お

答え申し上げます。 

  情報発信ということですけれども、今、

取り組んでいることを、まず、お話しさせ

ていただきます。これにつきましては、先

ほど申しましたように、まず、情報発信と

いうのは、情報を誰に伝達するのかという

のが明確に必要になってくると思います。

それで、まずは当面できることといたしま

しては、これまで豊能町に住んでおられた

お子様方が再び、こちらに帰ってきていた
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だけるように今現在、豊能町は、こんなこ

とをやっていて、もうこういうすばらしい

町ですよということをわかるようなことを、

まず、情報発信したいということで、先ほ

ど申しましたように、１月であるとか、８

月であるとか、お子様方が、こちらに帰っ

てこられることのタイミングのときに広報

とよのの中でＵターン政策、要は、この町

の特徴ということについて、まずはお伝え

したいと、その中で、また、ふるさと納税

とか、ああいったことに関しても入れてい

ってやっていきたいと思っております。 

  それと町外に、積極的にここをアピール

するということについてなんですけれども、

こちらについても、一つは、これから新規

施策を打つに当たって、ただ単にプレスの

紙をほうり込むだけではなくて、その都度、

記者会見を受けて、そこで積極的にアピー

ルをしていけたらと思っております。それ

と、先ほど申されたようなインターネット

等、ブログとか、そういったことですか、

そういったことについては、今後、他の都

市で、どんなやり方をしていて、どの程度、

効果があってどうなのかというふうなこと

も検証しながら、ちょっと考えてきたいと

思っております。 

  まだ、ちょっとこちらについては、すぐ

にということにはならないかと思いますけ

れども。 

○議長（福岡邦彬君） 

  質問に答えてださい。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今ね、おっしゃったように、記者会見の

出し方、プレスの出し方等々については、

確かにぜひとも、そういうようなことでお

願いしたいなと思います。 

  次に、例えば、町長挨拶だとか、町の見

どころというのを、できたら、そういうよ

うな動画放映とかいうのも一つの手じゃな

いかなというふうに思いますし、他市町村

でも、よくやっておられるブログとかツイ

ッターとか、フェイスブックというような

ことを、いろんなツールを使いながらの情

報発信というのも、今後もやっぱり考えて

いく、もう時代に来ているんじゃないかな

というふうに思いますけども、そのあたり

については、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  橋本議員の質問に対して、お答えします。 

  そういったブログ、ツイッターとか、動

画配信ですか、そういうことにつきまして

は、まだ、費用の面もありますし、あと他

市町村でどういったことをやられているの

か、それをやっぱりしっかり見て、そこで

の費用はどれだけかかって、どれぐらい効

果が出ているのか、そういったことも聞き

ながら考えてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ぜひともですね、他市町村の動向も踏ま

えながら、やっぱりよくほかの市町村のホ

ームページを見たりとか、ぜひともしてい

ただきながら、今どういうことをやってお

られるのかということも参考にしてですね、

見やすいホームページもそうですし、いろ

いろな情報発信を、ぜひともしていただき

たいなというふうに思っています。 

  なかなか町長、就任されて、約２カ月が

たちますけれども、田中町長自身ですね、

多くの指示を受けて町長になられた。ただ、

一朝一夕には、事は進まないと思いますけ

れども、どうか豊能町、豊能町民のために
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ですね、頑張っていただくことを期待して、

私の一般質問を終わらせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  関連質問はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で豊民クラブの一般質問を終わりま

す。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

（午前１１時４８分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、町政会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  こんにちは。７番、永並啓です。町政会

を代表し、一般質問をさせていただきます。

時間が限られていますので、すぐに質問に

入りたいと思います。 

  新町長には大変期待しておりますので、

よろしくお願いいたします。 

  まず、町政全般についてですが、さきの

臨時議会におきまして、町長の所信表明に

より、町長の大まかな方針はわかりました

ので、それらの方針をいつまでに、どのよ

うに実現させていくのか、具体的な施策に

ついてお聞きします。 

  所信表明を聞かせていただきましたが、

どちらかというと、職員の意識改革であっ

たり、住民との連携などが占めており、将

来の豊能町を、どのようにするのかという

ことについては、まだ、あまり述べられて

いないように感じました。簡単にいうと、

豊能町という船の動かす人は集めているけ

れども、その船の目的地というのが、まだ、

定まっていないのかと。だから、将来の豊

能町、目をつぶって、こんな町になるなと

いうことを一生懸命膨らまそうとするんで

すけど、さすがに今の段階ではイメージで

きないのが現実であります。 

  私は日本の民主主義というものが成長し

ないのは、選挙で候補者が具体的な施策ま

でを述べないからと考えております。日本

の選挙、先進国でありながら、いまだにス

ローガン的な公約というものが目立ちます。

誰もが住みやすい福祉の充実、教育に力を

入れる。当たり前のことですし、反対する

人はいないと思います。重要なのは、どの

ような施策をもって、それらを実現してい

くのか、この点が非常に重要だと考えてお

ります。それらを示すから、選挙によって

示すから有権者は、将来の自分たちの町の

姿を頭にイメージすることができて、じゃ

あこんな町にしたいと言っている候補者を

選ぼうというふうに選ぶのかなというふう

に考えています。 

  今後、日本全体において今、選挙が行わ

れていますけれども、地方分権というもの

は進んでいくと思います。今までは、どこ

の自治体でも同じような行政サービスをし

ているだけで、国から言われたとおりして

いればよかったわけですけども、これから

地方分権が進み、地方に権限、財源が与え

られていきますと、各自治体において、特

徴のある行政サービスというものを展開し

ていく必要があります。また、日本全体の

人口が減少していくこれからは、特徴を生

かしたまちづくりをし、人口をふやしてい

かなければ他市町村との競争に負けて、豊

能町はゴーストタウンになっていってしま

います。町長、言われている赤ちゃんから

お年寄りまで、すばらしいことだと思いま
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す。 

  ただ、そういった全方位的な戦略という

ものは、イギリスの揺りかごから墓場まで

と同様、大都市、体力のある大都市でしか

無理なのかなと考えております。豊能町の

ような小さな町、ニッチ市場、すき間産業

的に、中小企業のように、すき間産業的に

生き残るしかないのかなと、少ない限られ

た財源をどこかの分野に選択して集中して

投資をし、その分野では他市町村の、どこ

にも負けない、そういったことをして他市

町村から人口をどんどん入れていく、そう

いった考え、展開が必要だと思います。 

  そういったことから、地方分権が進む今

後におきましては、これまで以上に町長の

リーダーシップというものが重要になって

くると思います。ただ、午前中の答弁を聞

いていると、何となく下からの提案を待っ

ているように聞こえます。下から声を聞い

て、職員が働きやすい環境というものをつ

くることもリーダーシップの重要な役割で

すが、それは組織や人材が成熟している場

合におけるリーダーシップであります。衰

退しそうな豊能町のような町、そして、人

口が減少していく、そういったところを改

革する場合のリーダーシップというものは

町長自身が、まずは、どんどんアイデアを、

方向性を出して引っ張っていくということ

が必要だと考えます。 

  町長自身が、どんどん独創的、他市町村

がやっていない、まねのできない施策とい

うものを早い段階で示していくことが重要

だと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの永並議員の質問に対して、お

答えいたします。 

  まず、所信表明に示させていただいた、

まずは、こういったことについて進めてま

いりたいと思っております。具体的なこと

につきましては、先ほど、まず、対処いた

しましたのは、この人口を、こちらにふや

すということでＵターン施策、これについ

て、まず、今回の広報とよのの中でやって

いきたいと思っておりまして、最新の話と

いたしましては現在、不動産業者さんとも

お話をさせていただいて、今現在、私が、

豊能町から転出された方が、こちらに入っ

てきたときに、一番何を、こちらに帰って

くるとき一番、何を探すかというと、不動

産の最新情報、これを探すということがご

ざいまして、例えば新聞の毎週の折り込み、

ああいったものしか見れないと、ああいっ

たものが最新の情報になっているというの

がございましたので、まずは、不動産業者、

町の不動産業者さんで、要は合意いただい

た方につきましては、そこで一つのサイト

をつくっていただいて、そこを見れば最新

の不動産の情報がわかるというようなもの

を、今回、つくっていきます。 

  それによりまして、来年、再来年と消費

税が上がる、それに対しての新たな家を買

いたいという需要について取り組むという

ことを、早速、取り組ませていただいてい

るところでございます。 

  それと、先ほど職員の方からの、下から

の提案をという話があったんですけれども、

これも非常に大事な話だと思いますし、一

つは目標の管理ということがあったので、

これは私の、この所信表明に対して、この

目的を達成するためには、所信表明の目標

を達成するという意味では非常に重要なこ

とだと思っておりますので、こういったこ

とを今やっております。 

  ですので、今、独自のお話といえば、そ

ういうふうに着手したところでございます。 
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  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  済みません。時間もあるんで簡潔にお願

いしたいと思います。 

  私はね、そのもの、一つ一つのことでと

いうのではなくて、やはり町長ですから、

豊能町全体のグランドデザインですね、そ

ういったものを検討していく必要があるの

かなと思ってます。私は行政サービスとい

うものは、円のようにつながっているとい

うふうに考えています。だから、交通網に

ついても、例えば、高齢者だけの交通網に

していくか、企業誘致した際の住民の交通

手段としても考えていくのか、それとも小

学校の統廃合をした場合のスクールバスと

の連携はしないのか、スクールバスの使わ

ない時間、昼間の時間帯があきますから、

そういったものを使って、もっと効率よく

動かすことができないのか、では、ああい

った学校校舎の使い道はどうするのか、そ

こに本庁移転はできないのか、そこに保育

所をつなげることによって、子育てしなが

ら働きやすい環境というものを豊能町から

やっていくことはできないのか、そういっ

たグランドデザインですね、そういったも

のが、まだ、イメージできないんですね。

やはり、それをすぐにとは言いません。で

も早い段階で豊能町全体、まず、朝、起き

て、いろんな地域に、いろんな世代の人が

住んでいます。それが動き出して、どのよ

うな日常を送るのか、毎日、それを考えて

イメージできるような、住民がイメージで

きるようなことを発信していくことが重要

だと思っています。 

  それと、もう１点、下からの吸い上げは

もちろん重要なんですよ。重要なんですけ

ども、そのためには、まずは町長は、こん

なことどうや、こんなことどうやというも

のを、どんどん出して、下からも、俺こん

なに出しておるから、もっと出してこいよ

ぐらいのことが必要なんじゃないかなと、

そういったリーダーシップが求められてい

ると思いますので、ぜひとも、そういった

ところも考えてやっていただきたいと思い

ます。 

  そういった具体策というものを早い段階

でお願いできないかなと。やはり４年後に、

まとめて結果を見てくださいというんでは

なくて、つくりましたら１年目には、こん

なことができました。２年目には、こうい

うことを実現しますというようなタイムス

ケジュールをつくり、毎年、途中経過など

を評価し、計画よりおくれていれば、こう

いうふうに修正して進めていくんだと、そ

ういったものを出す必要があると思います

が、この点に関していかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えさせていただきます。 

  一つは、こちらからリーダーシップとい

う話ですけれども、こちらにつきましては

毎朝、全国の自治体の最新情報を見せてい

ただいて、その中で、うちで検討すべきも

の、採用すべきものということがあれば、

毎日、印字をして担当の者に渡すことはし

ております。 

  それと、これからのグランドデザインと

かという話でございますけれども、当然、

そういったことも考えてはまいりますけれ

ども、まずは、こちら表明させていただい

た所信表明、こちらを中心にやってまいり

たいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  質問したところ、具体策をつくって１年

目にどうする、２年目にどうするというよ

うなタイムスケジュール的なものも必要じ

ゃないかというところを聞いてますので、

そこについてお聞かせください。 

  それと、先ほど言ってました、いろんな

情報の最新情報を見てというのは、それは

基本的に、どこかの自治体のまねなんです

よ。じゃなくて、豊能町をどんどんＰＲす

るというなら、やってないような新しい独

創的なものをどかんと見せないと、新聞も

取り上げてくれないし、一番なら取り上げ

てくれるんですよ。そういったものを新し

い感覚でどんどん発信してもらいたいと思

って言ってますんで、これはお願いしたい

と思います。 

  ですから、タイムスケジュールの件だけ、

まずはお答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  タイムスケジュールについてですけれど

も、先ほどの、午前の答弁にもありました

ように、全事業の見直しというものを２６

年から着手するということでタイムスケジ

ュールは考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  また、生駒市長なんかがね、１期目から

公約の達成状況を細かく出しているんです

よ。ほかのところには、そういった改革と

言われている人は、いろんなことをやって

います。民間の感覚で４年間まとめて４年

後の選挙で、こうですよというんではなく

て、出したこと、毎年、こういうふうにな

っています。今は、こういう状況ですとい

うことを、どんどん出すということをして

いるところはあります。そういったところ

を、やはり見せていかないと、何やってい

るのかなというふうにわからないというよ

うな状況になりますから、そういったこと

をお願いしている。また、考えていただき

たいと思います。 

  続きましてですけれども、退職金につい

て質問させていただきます。 

  １０月の臨時議会において、町長が２

０％のカットをされたことは大変評価して

おります。ただ、その削減は退職金には及

ぼさないとされました。もし、２０％の削

減を退職金にも反映するというのであれば、

いずれ退職金のことも考えてくれるのかな

と思って質問することはなかったんですが、

わざわざ退職金には反映させないというこ

とを言われましたので、それなら退職金を

満額、受け取るという意思表示をされたと

理解しましたので、質問することにした次

第です。 

  なぜなら、首長の退職金というものは、

世間一般の常識とあまりにもかけ離れてい

るために、全国的に問題になっています。

財政難の豊能町であるにもかかわらず、た

った４年間の任期を終えたら人口２万2,０

００人しかいない豊能町でも1,７００万円

という高額のものが支払われます。こうし

たことから、現在、改革派を実行している

有名な首長などは、真っ先に住民感覚とか

け離れた、この退職金の削減を行っていま

す。 

  名古屋の河村市長、4,２００万円の退職

金をゼロにしています。河村市長いわく、

会社に入って４年で退職金をくれと言った

ら、何、言ってんねんと言われると言って

おります。 
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  ほかにも福岡の久留米市の市長2,６００

万円をゼロ、東京板橋区の区長2,２００万

円をゼロ、大阪高石市の市長2,０００万円

をゼロ、尼崎の市長は市長の退職金を職員

の支給率に応じて８６％カット、滋賀県の

嘉田知事も5,０００万円を辞退など、いろ

いろあります。 

  最も重要に感じないといけないのは大阪

府の松井知事がですね、就任早々、退職金

について報酬審議会、１１月の就任だった

と思いますが、１２月１４日付で報酬審議

会をかけた結果を出しております。１カ月

ぐらいですね、就任後、それで報酬審議会

の結果を受け入れ、大体4,１００万円の退

職金を８５％カットし、６２９万円にする

としています。それに乗じて大阪市の橋下

市長も当初は半額にするということでした

けれども、市長が知事よりもらうことはお

かしいということで、同じく８４％、６２

９万円にしています。 

  大阪府の知事が大阪府の予算で報酬審議

会を開き、そこで出された答申というもの

は、同じ大阪府の自治体というものは、全

て受け入れるべきではないかと、私は考え

ております。当然のことながら、豊能町と

いうものは大阪府の中の一つの町でありま

すから、大阪府のトップの退職金が６００

万円で、大阪府の一つの小さな町の町長の

退職金が1,７００万円というものは、非常

に違和感を感じる次第であります。 

  町長、そこら辺は、どうお考えかお聞か

せください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  そうですね、違和感といいますか、まず

は、私、この条例どおりでやっていきたい

と思っております。それにつきましては、

誠心誠意、この豊能町政で頑張ってまいり

たいと思っておりますので、そこで御理解

いただけたらと思っております。 

  これも公約には２０％の報酬のカットと

いうことは掲げておりますが、退職金のカ

ットについては掲げずにまいりましたので、

私は当然、頑張ってまいりたいと思ってお

りますので、条例どおりでいかせていただ

きたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  やっぱりちょっと残念ですね。何か、幾

ら町長が熱弁、振るわれても、実際に削減

されたり、財政難と言っているわけですか

ら、削減されたり、そういう自治体の首長

がいるわけですから、その人たちが、じゃ

あ頑張っていないのかというと、かなり頑

張ってはると思います。ですから、私は、

そう説得力という意味では欠けるかなと、

また、町長は今回の選挙において、どこの

政党からも支持を受けずに住民の力で選挙

を戦われたと思います。住民感覚というも

のを大切にする町長のお考えと、そこら辺

が、４年の退職金が1,７００万円という感

覚が一致するのかなというふうに感じるわ

けですね。町長の肩には多くの方の期待が

乗っています。本気で改革を進めるという

のであれば、やはりこういう住民感覚とか

け離れた部分というものは早急に修正すべ

きだと考えております。 

  また、前町長は半分にされてましたから

トータルでの削減額というものは前町長の

ほうが、していたことになるんですね。や

はり削減額が少ないというと、改革を進め

ていくんだ、豊能町、本気でやっていくん

だというメッセージ性というものも、何か
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弱まってくるのかなというふうに感じるん

ですね。 

  再度、お聞きしますけど、みずから削減

する考えはありませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  今現在、報酬については２割カットとい

うことで公約どおりやっております。公約

にも掲げておりませんし、私も誠心誠意、

この豊能町政を頑張っていきたいと思いま

すので、現段階の条例どおりということで

やってまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  多分、非常に残念な答えでした。また考

えたいと思います。 

  次に、教育問題に入らせていただきます。 

  ９月にいじめの認知件数が都道府県で最

大５５倍の差があることがわかりました。1,

０００人当たりの認知件数が最も少ない佐

賀県が0.７件、最も多い熊本県が３2.９件

となってます。大阪府は2.４件という数に

なっています。全国的に見ても、どちらか

というと少ないほうになっています。 

  熊本県の３からすると１６分の１しか、

いじめの件数が起こっていないという現状

になります。 

  それが、事実ということであれば、大阪

はいじめっ子が少なくて、学校生活が満喫

しやすくて、熊本はいじめっ子がむちゃく

ちゃ多くて怖いとこやなというような感じ

になるんですけど、そんなことないですよ

ね。 

  実際は、調査する人の意識の違いによる

ものかなというふうに思うわけです。とい

うことから、大阪府がこういった極端に少

ない認知件数ということを考えると、豊能

町のいじめの件数というものも、実際に出

されたものよりも多いんじゃないかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  先般、文部科学省から発表された全国の

調査でございますけれども、それに対して、

本町の調査結果は、小学校５件、中学校２

件の７件という報告をしております。 

  これは1,０００人当たり、先ほど議員が

おっしゃいましたように、全国では１0.４

ということですが、本町で小中学生が1,４

００人おりますので、５件という割合にな

ります。 

  これが、多いか少ないかというのは、そ

の調査の仕方が、発生件数から認知件数に

変わったことによってですね、その捉え方

によって、格差が出てきているというふう

に思っています。 

  本町では、昨年度来から、毎学期ごとに

３回の調査をしておりますので、ほぼ、そ

の調査結果というのは、私は正しいものと

認識をしておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  やはり、自分たちでやってる分には、そ

ういう意識は多分、出ないと思います。間

違っているんじゃないかとか、自分たちも

正しく調査をしているわけですから、でも

ね、全国の都道府県が同じように調査をし

て、ほかよりも差があると、差が出てしま

った、じゃあその結果を受けて、じゃあ余
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りにも少ないから、じゃあどこが違うのか

な、そういう意識で見たら、もっと違うん

じゃないかなというふうに感じるんじゃな

いかなと、それを感じたら、そういった目

線で、もう一度調べてみようかなというふ

うに思っていただきたいんですけども、そ

ういったことについては、熊本県の調査方

法というものをもっと、いろいろ勉強して

ですね、それを一度、豊能町でもしてみる

ということはできないものか、お聞かせく

ださい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  調査の方法については、各自治体に任さ

れておるわけで、特別、様式が決まってい

るわけではありませんが、本町では文科省

よりも先立って昨年から、毎学期ごとに全

校全てを調査をしておりますし、それに基

づいて、各校長のヒアリングも実施してお

ります。 

  私としては、ただ、学校間には、今回も

ゼロという学校もありましたし、逆に数件

出てきたところもあって、その差はあるか

とは思いますけれども、きちんと教育委員

会と連携をして、調査に対応しております

ので、ほぼ正確な数字が出ているというふ

うに認識をしております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  やはりですね、ゼロというところもあっ

たというと、僕はもう信じられないんです

ね。人が集団で生活をするとなると、仕事

であれ、学校であれ、いじめというものは

絶対起こってくると思います。ですからね、

もっとそういう意識を変えて、もうそうい

うところがあると言ったら、絶対もう一度

再調査というのは僕は必要だと思います。

見たくない数字かもしれませんけど、やは

り、その現実を受けとめるということは、

非常に重要だと思います。 

  例えば、熊本県、件数多いですけど、そ

れを受けとめているから６月をいじめ強化

根絶月間にしてるのかな、それで生徒向け

のアンケートを集中的に行ってたりするん

ですね。目をつぶりたくなるようなことか

もしれませんが、隠さず現状を把握しよう

とするから、こういった対策も講じること

ができます。 

  例えば。学力でもそうですよね。大阪府

は一番下、都道府県で一番下やという結果

が出たから、何か対策をとろうとするんじ

ゃないですか。 

  いじめも件数が少なかったら、そのまま

ほうっておこうというような雰囲気になっ

ちゃうんですよ。でも、それをちゃんとい

ろんな角度で見て、件数をこんだけだとな

ったら、対策を講じようというふうになる

じゃないですか。ですから、ちょっとでも

違ったりすると、僕は再調査というものを

してみてもいいんじゃないかなと思います。 

  お隣の川西市でも高校生、自殺してしま

いましたよね。その間でも、鳥取県でも飛

びおりて大けがをしてたり、もう対岸の火

事では済まないんですね。都会も関係ない、

田舎も関係ない。子どもたちには、どこに

でも起こる、豊能町でいつ起きても、可能

性はあるということなんですよ。 

  ですからね、子どもたちが最悪の手段を

とらないように、ぜひとも現状把握という

ものを、もうお願いしたいわけですけども、

再度、お聞きします。できないですか、現

状把握、再調査を。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほど来から申し上げておりますように、

本町では、学期ごとに調査をしておりまし

て、既に２学期の今、途中でありますが、

この調査結果も出ております。２学期だけ

で１０件という報告が出ております。 

  ですから、それは残念なことに、前回か

らふえておりますけれども、それをもとに

既に解決している件数が８件、引き続き継

続中が２件という、そういう数字もつかん

でおりましてですね。また一方では、保幼

小中の連携によって、いじめ不登校対策会

議というのを毎月実施しておりますので、

きちんと対応しておりますので、これから

も適正な対応は努めていきたいというふう

に思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  何度も言いますけど、豊能町の調査が間

違っているとかじゃないんです。でも、豊

能町の感覚で見た結果よりも、もしかした

ら、熊本県のような意識で見たら、１０件

で済まないかもしれないじゃないですか。

そういった違う角度から見ることが、非常

に大事ですよということをお願いしている

んです。その感覚で違う角度から見れば２

０件かもしれない。そしたら、そういった

対策をすることにより、子どもの命を救う

ことにつながるかもしれないじゃないです

か。 

  だから、今、我々はちゃんとしてますじ

ゃなくて、多分、どこの自治体もちゃんと

してますと言うと思いますよ。結果、不幸

なことが起こって、どうも済みませんみた

いな感じになっているんやと思います。 

  ですから、自分とこと、自分とこだけの

尺度で物事を調査するんではなくて、ほか

のところの見方、特に多いところからの見

方というものを考えるのが非常に重要だと

思いますので、そこはぜひとも、また、答

弁結構なんで、考えていただきたいと思い

ます。 

  あと、いじめの対応についてですが、９

月議会において、今の現状の学校内の相談

窓口だけじゃなくて地域の住民、ネット、

生徒、生徒間同士、複数の場ですね、いじ

められている子が、ああしんどい、何か相

談したいって思ったときに相談できる窓口

をつくっていただきたいというようなこと

を質問しましたが、それはどういうふうに

なってますか。 

  ちなみに和歌山県ではですね、知事のほ

うにメールやファクスで直接相談できるよ

うにしてます。いろんな取り組みを、いろ

んな都道府県してます。 

 豊能町でも何かそういった取り組みをされ

てはどうかと思いますけども、いかがでし

ょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  本町では、まず、学校も窓口になってお

りますが、それ以外に東西両公民館内部で

相談室を設けております。そこでは、学習

相談、それから、生活上の相談の窓口とい

うことで、そこで保護者、それから児童・

生徒も自由に相談に訪れているということ

で、現在、対応しているところでございま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  だから、現状で、そらもうやってくれて
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ありがたいんですよ。でも、そこに行けな

い子もいるじゃないですか。 

  例えば先生に相談します。でも片や先生

が一緒にいじめに加わっていたというよう

な情報もどんどん流れてますよね。そうい

った中では、うちの先生も、どうかなと思

って相談できなかったりしますよね。近く

の人やったら、いや、そんなんうわさにた

つから相談しにくいわ、親にも言いにくい

場合だってあります。いじめられていると

いうことを。 

  でも、それがネットとか、そういうこと

やと、匿名やから相談できるわとか、いろ

んな、それはね、いじめられている子の側

に立たないと解決しない問題やと思います

よ。 

  こちらが、こんだけ場所、提供してます

から、どうぞというんではなくて、いじめ

られている子が、どこで相談したいと思う

かはわからない。だから、できる限り相談

窓口をつくるほうがいいと思います。だか

ら、和歌山県の知事なんかは関係ないです

よね。でも知事とこに直接、そのいじめら

れている子が、こんなことをありますとい

うことをメールやファクスで相談できるよ

うな仕組みもつくっているんです。そうい

った特徴的な取り組みというものをもっと

研究して、いろんな複数の場というものを

用意していただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  いろんなやり方があるのは私も承知して

おりますので、議員の意見も今後の取り組

みの中で参考にさせていただきたいと思い

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  ぜひとも、いじめられている側の立場に

立って、検討していただきたいと思います。 

  何でこれほどまで必死になるかと言いま

すと、やっぱりね、このいじめという問題

は、残された子どもたちにも、すごい傷を

残すんですね。大津市で中学生が自殺した

件ですけれども、そこでは残された生徒た

ちがですね、全校生徒から思いを募って、

例えば、生徒の中からは、あなたのつらい

思いに気づけずにいた、気づいてもとめる

ことができなかった。とても悔しい、一言

声をかけることかできていれば、何かを変

えられていたかもしれないと言っているん

ですね。 

  子どもたちに、こんな思いさせないため

に、大人は最悪の事態を避けるために、で

きる限りのことをしないといけないと思い

ます。ぜひとも、意見を踏まえた上でです

ね、複数の相談の場を設けて、生徒会とも

連携し、いじめをなくす取り組みをしてい

ただきたいと思います。 

  それともう１点、９月でも聞いてました

けども、いじめというと、何か一くくりに

されて、どういったものかというものがわ

かってない。だから、いじめてる側は、ち

ょっとからかっているだけや、ちょっとふ

ざけて悪口、言っただけやというような感

覚の子が多いと思います。 

  でも、いじめられている側は全然違いま

すね。いじめてる子に、やはりいじめとい

うものが、傷つけたら傷害罪だし、恐喝や

脅迫罪に当たることもあるし、殺人になっ

てなるかもしれないということを、やはり

そういった教育というもの必要だと思いま

す。そういったこと９月にもお願いしてま

したが、どういうふうに進捗されてますか、
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お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  まず学校においては、教育課程の中で人

権教育、あるいは道徳の中で、いじめは本

当によくないということを、常々授業の中

で子どもたちに指導しておりますし、それ

から教職員については、そういった関連の

研修会の数もふやして、みんなが、そのい

じめについての認識を高めるという方法を

とっているところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  ぜひとも、また生徒も巻き込んでですね、

生徒会を中心に巻き込んでやっていただく

ということを検討していただきたいと思い

ます。 

  熊本県のほうでは、生徒会が中心になる

ことによって、先生の信頼はなくても、生

との信頼はあるから、そういったふうに、

いじめを減らしているというケースもあり

ますから、ぜひともよろしくお願いしたい

と思います。 

  続きまして、情報発信についてですが、

まず、ちょっと順序、変わりますけど、ふ

るさと納税についてお聞きします。 

  ふるさと納税をふやすために、私は以前

から豊能町の学校を卒業した子どもたちに、

豊能町内でのイベント、学校でのイベント

風景を記録し、それを卒業生たちに送って

みてはということを提案させていただいて

おります。 

  それに対して、乾総務部長は、何回か政

治意識でもパンフレットを配布しているが、

ふるさと納税をしていただいたことはない

と答弁されました。非常に驚いたわけです

が、ふるさと納税をしてもらう人は、例え

ばどういった人を対象にしていますか、お

答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  ふるさと納税につきましては、豊能町の

場合三つの目的を定めてですね、ふるさと

納税を募集しているところでございますが、

全国の方々でですね、そういう趣旨に賛同

していただく方、または、一番理解を示し

ていただけるというのについては、やはり

豊能町から出ておられる方というのが一番

の対象になるんではないかというふうに認

識はしております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  多分、成人式で配るというのが、あんま

り意味がないかというふうに感じるんです

ね。まだ、学生の人も多いし、とりあえず

成人式に来るということは、豊能町に住民

票がある人ですよね。その人たちにふるさ

と納税ありますよと言ってもほとんど効果

ないんじゃないかなと、やはりするんであ

れば、他市町村に出ていっている、働いて

る３０代から５０代ぐらいの人たちですね、

そういう人たちに発信していかないといけ

ないと思うんですが、この組織の運営とし

てね、成人式で配るっていった場合に、な

ぜこれがすっと担当者、課長、部長を通っ

て、それが通っていくかがよく理解できな

いんですね。そこら辺が、なぜ、それをと

めることができないのかなと、やはりそれ

でも効果があるというふうに感じておられ

たからしたんですよね。ちょっとお聞かせ
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ください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  効果があるという点ではですね、必ずし

も成人式は豊能町に住んでおられる方だけ

じゃなくてですね、もう既に出ていかれて

る方等についてもですね、成人式に参加を

していただけるというふうになっておりま

すので、そういう方々を対象といいますか、

そういう全部の方々にですね、渡すという

機会、なかなかそういう機会というのがご

ざいませんので、成人式のときにお渡しを

したというような経緯でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  そうですけど、ほとんど豊能町にいる方

だと思いますよ。学生さんとかが多いです

から、やはりそういったＰＲする場合は、

対象のターゲットというものを明確にした

上で、それに基づく戦略というか、方法と

いうものを練っていかないと、とりあえず

人が集まるから渡したって、結局、効果ゼ

ロですよね。一切、納付していただいたこ

とがないと言ったら、明らかに失策ですよ

ね。 

  そういったことじゃなくて、もうちょっ

とターゲットを明確にすることによって、

そういったのは変わってきますから、そこ

ら辺をぜひとももっと、部署内で検討して

いただきたいと思います。 

  あと豊能町の問題として、ふるさと納税

に関してもそうですけれども、豊能町で学

んだ子たちが出ていってしまう。そういっ

た人たちに私は豊能町を思い出してもらう

ために、ＤＶＤにして学校やイベントで配

ればということを言ってます。 

  田中町長におかれましても、何とかＵタ

ーンの施策として、先ほどの答弁で広報誌

に載せるというふうにおっしゃってました

けど、多分、やはりね、分けていかないと

だめだと思いますよ。転入転出を考え、転

入を促進するんであれば、やはり多いのは

Ｕターンよりも近隣に住んでいる人たちで

す。だって、勤務地は移動せずに家だけ移

動すればいいんだもん。 

  やはりＵターンとか他府県にいる方を呼

び込んでこようと思ったら、仕事からかえ

る必要がある。仕事がきりついたり、何か

あってこそ、ここに来れるわけですね。で

も、他市町村に住んでおられる方、勤務地

かえなくて、何も変わらなくて、家だけか

えれるわけですから、その発信するにして

も、ふるさと納税は他市町村に、そういっ

た形で促す、東京で働いていても豊能町を

思い出すことによって、ふるさと納税しよ

うかなということを促すことにつながるし、

やはり人口をふやすということに関しては、

やはりもっと近隣の中で、川西市よりこん

なんがいいよということをＰＲしていく必

要があると思います。 

  そこでですけど、先ほどの広報誌で豊能

町、こんなことやってますよと言いました。

でも、他市町村に比べて、すごいことって

してます。僕かなりいろんな近隣は見てま

すけど、ないですよ。ほとんど豊能町がほ

か、例えばほかよりも、ほかでもやってま

すからね、定住化施策として。そこよりも、

おおここやったら家引っ越してでも、ここ

住むほうがいいわというような目立つ施策

ってありませんよ、僕、見てますけど。 

  だから、まずは、そういったときに載せ

たところで、自分とこの町でもやってるや

ん、何が変わるのというふうになってしま

いますって。 
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  じゃなくて、まずは、どこにもないよう

なサービスというものをつくり出して、豊

能町は、この分野では、ほかのところのど

こにも負けません、見てくださいというよ

うなことをつくって、どんどん広報してい

かないといけないと思いますけども、いか

がでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは、ターゲットを絞ったということ

では、先ほどの話で言いましたように、こ

ちらに帰って来られるお子さん方を対象に

１月号、８月号、そういったところにふる

さと納税というものは載せていきます。で

すので、そういったことも配慮して、考慮

しながらやっていってます。 

  それと、ここにしかない特徴というのは、

新たに施策を打つというのも一案としてあ

るんでしょうけれども、ここはここのよさ

がある。要は、繁華街が少ない、自然が残

っている。非常に他都市と比べても、皆さ

んいい環境であるということは言えると思

います。 

  それと、ほかから呼び込むことのもう一

つの手だてとしては、これから今のよさ、

ＰＲ、それと不動産の情報、これがわかる

ということについては、直接、これから住

宅メーカーなり住宅展示場、そちらのほう

に直接話はしていっていきたいと思ってお

ります。 

  そうすると、住宅メーカーの方も家を売

るために土地をひっつけて売るということ

になってきますので、こちらの豊能町の不

動産の最新情報を示すということが、さら

に豊能町の人口をふやすということになり

ますし、こういう不動産の情報を示してい

るというのは、多分全国にも類はないと私

は思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  不動産の情報、そのためにはですね、ま

ず豊能町を知ってもらわないとだめなんで

すよ。 

  聞いてもらったらわかりますけど、大阪

府に住んでいる人でも、豊能町って知名度

全くないんですよ。 

  その中で、じゃあどうやって豊能町とい

うホームページにたどりつくか、そこが一

番ネックになるんですよ。だから、まずは

豊能町をＰＲ、豊能町のホームページを見

ていただいたら、町長おっしゃるように不

動産情報あるかもしれない。でも、そこま

で来ることがないんですよ。だから、もっ

と豊能町をＰＲしていかないといけない。 

  一つの方法として、例えば週末、大阪市

内の繁華街を歩いたら、都道府県の担当者

とかが、何とか、山形県こんなんですって、

職員がはっぴ着てＰＲしてますよね。そう

いったこと豊能町でもしたらいいんですよ。 

  豊能町こんなとこ、大阪ですけど、こん

なとこですよ。アンケートに答えてくれた

ら、ちょっと豊能町の野菜プレゼントしま

す、何といっても売りは、家が、一戸建て

が1,０００万円前後で買えますよと、そう

いったＰＲから入らないと、ホームページ

なんて、まずは、そこに来てもらうという、

そのハードルがすごい高いんですよ。そこ

をクリアしていくことが必要だと思います

ので、時間ありませんから、もっと現状の

分析を正しくして、それに合った施策、情

報発信なりをしていっていただきたいと思

います。 

  以上で、質問を終わります。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、町政会の一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は１３時５５分です。 

（午後１時４２分 休憩） 

（午後１時５５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊能第一クラブの一般質問を行い

ます。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  平井政義議員を指名いたします。 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  それでは、午前中に引き続き、一般質問

をさせていただきたいと思います。 

  私は、豊能町第一クラブの平井と申しま

す。 

  午前中から聞いておりますと、なかなか

よい質問も出、ところどころでは、よい質

問があったように思います。 

  そういった中で、私は町長の報酬等の減

額と総人件費の圧縮についてでございます

けれども、まず、この取り組みをされよう

としております総人件費の圧縮も実施して

まいりますと、この所信表明の中でうたわ

れておりますけれども、これは、まず、ど

のような考えを持っていこうとされている

のか、まず、お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  平井議員の質問に対して、お答えさせて

いただきます。 

  まずは、豊能町の現状をつかむというこ

とが、まず大事だと思っておりますので、

私は今、職員の皆様に、まず、全部の課を

見させてくださいということで、そこでい

ろいろ課の話を聞かせていただくと、全課

に対して、まず豊能町はどういった仕事を

しているのか、それをまず、つかみたいと

思っておりますので、まずは、そういった

ことをさせていただくと。 

  それと、先ほど来から申してますように、

平成２６年度から全事業の見直しというこ

と、事業評価をさせていただきますので、

そういった二つのことをきっちりと見て、

それから、適切に判断してまいりたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  ２６年度ぐらいから、この２年間ですな、

見させていただいて、その後で決めていこ

うとなさっておるというお答えでございま

す。 

  それは結構なんでございますけれども、

やはり、この恐らく、また職員の給与カッ

トやら、いろんな面が出てこようと思うん

ですけども、豊能町の職員の給与カットは、

今５％、そしてまた手当のほうで７％か何

か引かれてますわな。そういったものを現

状を踏まえて、やはり職員にはですな、仕

事がしやすい、また、ほんで士気を落とさ

ないような、やはり考え方も持っていかな

ければならないと私は思います。 

  それとですね、先ほど永並議員からも出

ておりましたけども、その退職金の問題も

ありましたわな。この件につきましてもで

すね、やはり私も、これ同感なんです。同

じような考えで思っております。と申しま

すのは、この４年間でね、本当、この1,７

００万、こんなべらぼうな退職金というの

は、普通、一般常識としては考えられない。 

  それと、報酬の件もですな、前町長の池
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田町長は１７％カットの、退職金は半額と

いうことでうたって出られました。 

  新町長はですね、２０％のカット、退職

金もカットしないのであればですよ。やっ

ぱりこれは３５％ぐらいのカットをせん限

りね、池田前町長が、あんだけ頑張ってく

れた、今回も池田前町長がうたわれておっ

たんは、退職金も半額にするということで

うたっておりました。これ金額にしてもね、

３％の差というのは、４年間で１７０万ほ

どですわな。 

  そして、退職金で、前町長は半額で９０

０万近いですかな。その金額の中から、１

７０万引いたかて、７３０万ほど、まだ新

町長のほうが余計いただけると、それは結

構なんです。そういったものを踏まえてで

すね、前町長は、この選挙が終わったら即

刻、報酬審議会を開くと、開いていただく

ということで言っておりましたので、新町

長には、私はその報酬審議会を必ず開いて

いただいて、一遍見直すときが来てるん違

うかなと思いますけど、そういった考えは

どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、先ほど池田前町長、たしか最初１

１％、５０％カットという話だったと思い

ます。 

  それと、まず退職金の話、先ほど来から

出てるんですけども、私は退職金というよ

りは、やはりお金というよりは、やっぱり

きっちりと仕事をしていきたいというのが、

やっぱりまず第一に考えております。 

  それで、まず必要なのは、まずは日々の

２０％の給料カットはしてたということで、

そういったことを主張させていただいて、

当選させていただいたということが１点と。 

  あと報酬審会に至りましても、先ほど、

そうですね、これまで開かれてなかったと

いう経緯も長期間あるんであれば、そのあ

たりについても今後、検討してまいりたい

と思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  たしかね、報酬審議会が開かれたのは、

もう今から１０年ちょっと前になると思い

ますのでね、ぜひこれは報酬審議会を開い

て見直しも検討していただきたいというの

は約束していただきたい。 

  もう一度、お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。ちょっと先ほど私、まず１

点修正だけ、池田前町長１１％と言ったの

ごめんなさい、１５％の間違いでございま

した。 

  それと、報酬審議会についてですけれど

も、平成１５年来、開かれてないという話

であれば、そうですね、ということは、全

て町長、副町長、議員の皆様全てというこ

とでという理解でよろしいんですね。 

  報酬審議会というのであれば、特別職の

方というか、全てということですので、平

成１５年来、開かれてないというのであれ

ば、開いていこうと思います。 

  以上であります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  記録１０年ということでよろしく。 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  ぜひよろしくお願いいたします。 
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  次に、吉川支所と本庁、これについても

ですね、吉川支所が昭和５５年に建設され

たのですかな。それぐらいだと思います。 

  そして、また本庁については昭和４５年、

こういった二つの本庁、支所とある豊能町

でございます。支所についてもですな、か

なりの老朽化が進んでいて、本当に、この

雨が降ったらすぐ漏ってくると、そういっ

た状態も踏まえてですよ、これ耐震制度も

まだされておりませんわな。その辺は今後

においてですね、この本庁、支所の耐震制

度、こういったものの取り組みについても

ですな、やっていかれるのかどうか、お答

えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  本庁、支所の耐震でございますけれども、

これまでずっと吉川支所は昭和５１年築、

本庁は昭和４０年、５２年、平成７年とい

うことで増築されてきたところでございま

す。 

  これまで耐震管理なされてなかったんで

すが、引き続きちょっと検討はしてまいり

たいとは思っております。 

  ただ、財政状況もございますので、その

あたりは総合的に考えて、検討はしていき

たいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  そして、結局、耐震化に向けてですよ、

進めていこうと思ったら、その耐震工事に

ついていろいろ検討されていると思います

けども、その金額というのは本庁、支所、

合わせて、どれぐらいの金額が必要なのか、

その辺わかっておれば、ちょっとお答えく

ださい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  本庁、支所ともにですね、耐震の測定と

いうのは、まだやっておらないというよう

な状況でございまして、金額的にもですね、

幾らかかるかということについても、まだ、

全く調査はしておらないというのが現状で

ございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  この辺が、ちょっと私は、もう町行政に

対しても言いたいねんけども、もうそんな

にね、老朽化していたら、大体、今の予測

でどれぐらいかかるだろうとかね、そうい

ったものもわからんのですか。こんなんま

だ、本庁、支所だけやないですわね。もっ

ともっとしなけりゃならん箱物、何ぼでも

あるん違います。 

  乾総務部長、もう一回だけね、大体、私

の考えでは、幾らぐらいかかるかというの

をちょっと一遍、わかりまっしゃろ、それ

ぐらい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  ほかに建設課長でも部長でも、おわかり

になるようでしたらお答えください。 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  学校の耐震等から見てですね、支所と本

庁と、３億以上はかかるというふうに認識

はしておるところで、これは、あくまでも

概算でございますが、よろしくお願いしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  そういったものを踏まえてですな、やは

り、もうある一定の時期が来たらですよ、

そしてまた今、町長はね、この本庁、支所

のあり方についてですな、先においても、

この二元化というものを絶対にやっていこ

うとしておられるのか、それともね、やは

り建てかえの時期が来ておれば、一つのも

のの、箱物を建てて庁舎というものをつく

って、やっていこうと進められるほうが得

かというのをね、やっぱり考えていただき

たい。 

  と申しますのはね、こんな豊能町は、そ

ら西と東というて、昔は４０分以上かかっ

てましたわ。今、森町通って走ってこれば、

１５分あったら行き来はできるんです。そ

んなとこに二つの庁舎が必要かどうかとい

うことまで考えて進まなければね、こんな

財政再建なんかできませんよ。そんな考え

お持ちですか、お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  本庁と吉川支所につきましては、今後、

考えておりますのは、まずは本庁で実施す

べきサービスとか、吉川支所で実施すべき

サービス、それぞれ住民の皆さんのお声を

伺って、要は適正に考えていきたいと。 

  そういった中で、やはりこれ一本にした

ほうがいいという話であれば一本というこ

とも考えられますけれども、ただ、今、見

ておりますと、確かに１５分ということで、

非常に距離は近くはなってはきております

けれども、例えば、こちら東地区でありま

したら、農業であるとか、林業であるとか、

そういったところの機能は、やはりこちら

にあったほうがいいというようなこともご

ざいますし、逆に西地区のほうでは、多く

の高齢者もいらっしゃる、住民の方もいら

っしゃる、そういった機能は西地区にあっ

たほうがいいということもあるかもしれま

せんし、その辺につきましては、今後、検

討してまいりたいと思いますので、今の段

階で一つにするということまでは考えてお

りません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  先々では、住民の声を聞いたり、いろん

なことをして一つがよければ、一つにして

いこうという前向きな姿勢はわかりました。 

  次にいきます。時間早いな、これたつの。 

  次は、お年寄りに優しいまちづくりです

か、交通網の整備、充実と書いておられま

すけどね、超高齢社会であることを踏まえ、

お年寄りに優しい交通網整備、充実につい

て考えてまいりますと書かれております。 

  まず、この件の、まだ後ろに、法定耐用

年数を超過した光風台のエスカレーターに

ついては、国の交付金も活用しながら更新

してまいります。 

  これ４年間の中で更新をされようとして

おりますけれどもですな、朝からも問題、

質問出てましたな。エスカレーター、これ

は３１年まで行くという話に一応決まって

しまいましたでしょう、その代替案交通会

議ですか、その中の答申も踏まえてですよ、

前町長が２６年度で、これは耐用年数が過

ぎるから、もう取りかえるか撤去するか、

いろんな議論もありました。そういった中

で３１年まで５年間延長しましょうという

形で進んでいるにもかかわらず、これを載

せられてくるというのは、この４年間で必

ず更新をされるんですね。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど来にもあった質問なんですけれど

も、一つは、やはり豊能町だけのお金でや

るというのも、なかなか困難な状況もあろ

うかと思いますので、国の補助金なども見

ながら、早急に進めてまいりたいと。 

  うまく国の補助金が合えば、この任期期

間中には頑張っていきたいと思っておりま

すが、そのあたりはやはり状況を見ないと

わからないので、お約束まではできないと

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  ということは、ただ一応書いたと、４年

間で更新できるもんならばやろうと。 

  それとね、さっきから午前中からも話出

てましたように、補助金、補助金言うては

りますけども、その国の補助制度がなけれ

ばやらんわけですよな、ほんで。 

  それとやね、そのエスカレーターの件で

もですよ、これ３１年までいったかて、そ

の時点で補助体制というのが、どないなっ

ているかわからんですわな。もっとような

ってるかもわからへん、違いますの。その

辺までもっと考えな、私はだめだと思いま

すけど、ほんでこれ今、取り組む必要ない

と思いますけど、その辺はちゃんと答えて

いただきたい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  今、取り組む必要はないという意味では

僕はないと思っております。 

  と言いますのが、以前、広報とよのにも

述べられていたものを、そのまま読みます

と、部品の交換とフルメンテナンスが不可

能となった場合には、安定性が確保できな

いことから、平成３１年度末までの運転は

不可能となりますので、その時点でエスカ

レーターを廃止することになりますという

ことですので、３１年というのは必ずしも

約束されたような形では載ってなかったと。 

  要は、それまでに、３１年まででも部品

がなくなければ廃止することになりますと

いうようなことが、広報とよのにも載って

おりましたという理解をしております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  田中町長に申し上げます。 

  質問にきちんと答えてくれますか。 

  質問がかみ合ってませんので、今の質問、

もう一度、平井議員やっていただけますか。 

  質問と答えが違ってますので。 

○１１番（平井政義君） 

  私が言うてるのは、そのメンテナンスふ

くめてですよ、２６年度で終わるて言うて

たんが、メンテナンスがいけるということ

で３１年までになったんですやん、今の話

ね。 

  そういった３１年までいってですな、そ

この３１年度の後は、２９年か３０年後の

どなたが町長になっておられるかわからん

けど、その人らが考えていくことなんです

わな。そこまでの話ですわ、今は。その間

に切れたらどないなるかとか、そんなこと

を今、聞いてるのと違いまんねん。一応、

３１年までいくんだから、その辺はもうち

ょっと、今、取り組まなくてもいいんじゃ

ないということで話してます。その辺のお

答えですわ。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  部品供給は３１年でございますけれども、

この法定のものは既に過ぎておりますし、

あとは既にメーカーというか、一般的にも

３１年まで引っ張るというよりは、２６年

ぐらいでやり直すというのが一般的には、

機械の寿命からしても適正というふうな判

断もありますので、できる限り早急には取

り組んでいきたいと、３１年まで長くする

という気は今はございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  それほど、先にもってね、気回しされた

ら、これからの世の中うまいこといきます

わ。全て５年ぐらい前に、すばっとやらは

ったらよろしい。耐用年数きたからやりま

しょうって、とっととやりはったらよろし

いわ。そんな財源もないわね。そやけれど

も、そんな考えだから、私は腹が立ってく

るんですわ。 

  なぜね、こんなことを聞いてるかと言え

ば、あなた選挙期間でもですよ、ときわ台

のバリアフリー化というのをどんだけうと

ておられました。それすら載ってないんで

すよ、これには。 

  ほんでせんでもええエスカレーターに、

何でそない力入れはりまんの。その辺ちょ

っと、ときわ台のバリアフリー化について、

一遍お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  ときわ台のバリアフリー化については、

既に着手しているところで、今現在、着手

といいますか、能勢電に対してバリアフリ

ー化に関する図面を今、提出を求めている

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  今、初耳ですけど、もうそんな図面まで

できてまんのんか。提出させる。能勢電車

にしたら、もうときわ台のバリアフリー化

は絶対、完全にでき上がってるもんと、私

らは見たらよろしいんですね。図面まであ

と請求してはるだけやから、そういう理解

でよろしいんですな、私らは。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

 図面を今、求めているというところでして、

まだ、それが決定しているというわけでは

ございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  経過といいますか、今現在の状況を報告

させていただきますと、前町長がですね、

ときわ台のバリアフリー化ということで、

何回か能勢電鉄へ行っていただき、また町

の議会の交通特別委員会にも行っていただ

いて、能勢電としてもですね、一日の乗降

客が3,０００人を下ってくるということで、

早いことはしたいというようなことで、能

勢電として、どういうふうなバリアフリー

化のやり方があるかと、能勢電として、あ

と維持管理をしなければならないというと

ころからですね、能勢電としては、一定自
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分ところで絵をかくということでですね、

まだ、私らには見せていただいてませんけ

れども、能勢電としては一応、絵はかかせ

ていただきますということで、我々は聞い

ているという、現段階でございます。よろ

しくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  こんな議論してたら長引いて、もう時間

足らんようになってまいますけどもね。そ

して、その先ほどの町長にお尋ねいたしま

すけどもやね、福祉のね、福祉のほうで高

齢者に、社会があるからね、それを踏まえ

て、年寄りに優しい交通網の整備、充実い

うの、この辺、こっちのほうをお答えくだ

さい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  高齢者に優しいということにつきまして

は、これも当然、高齢者の意見も伺いなが

ら実施してまいりたいと思っております。

ですので、例えばバスのダイヤであります

とか、高齢者の意見も聞きながら考えてい

きたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  今のお答えであれば、高齢者だけを対象

にしたバス輸送ということで、それは町内

のバスを走らすかね、公共交通機関のもの

を利用しようとしているのか、そんなとこ

すら見えてこないんですけど、その辺はど

うなんです。 

  どのような形で進めていこうとされてい

るかやね、その辺ちょっとお答え願いたい

んです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  こちらにつきましては、まだ、私、就任

にして間がないので、高齢者の皆様の意見

でありますとか、これにかかわっていただ

いている交通機関の意見、また、そうです

ね、社会交通特別委員会、地域公共交通会

議、こういった形の御意見とかを賜らない

と、なかなかそういったところで決めてい

く必要が、こういった意見も聞きながら当

然、決めていく必要があるかと思っており

ますので、今現在、固まったものというの

はございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  それであればですな、地域交通会議か、

今、なんか言わはった。地域公共交通会議、

そんな中から住民のお声を聞いたり、進め

ていくと。 

  議会に交通特別委員会はあるのは知って

はりますんか、そういった議会というもの

は、ほんなら無視して、そっちだけでされ

るんですね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。先ほど交通特別委員会と言

いましたのは、これ議会の交通特別委員会

ということで、先ほど、はい、それは申し

ております。済みません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  私語を慎んでください。 

  平井政義議員、再度、質問してください。 

○１１番（平井政義君） 

  あのね、議会の交通特別委員会の中では

ね、以前、前町長のほうでは、ときわ台の

バリアフリーについても、エスカレーター

問題についても、公共交通機関の問題につ

いても、東西巡回バスについても、全てを

今、交通特別委員会の中で審議したり、い

ろんなことをやっとるんですわ。 

  午前中の井川議員の質問の中でもですな、

交通特別委員会、完全に度外視されてます

やん。ただ、地域公共交通会議とね、住民

の御声を聞きながら進めるんだったら、交

通特別委員会は要らないんですよ。別にあ

ってものうてもいいんですわ。行政とそっ

ちで進められたらいいんです。 

  だから、そういうこともありますのでね、

私はあえて、今、聞いたんですわ。もう一

度、交通特別委員会の位置づけなど、わか

っておられますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、正直なところ、

まだ就任、間がないので、そのあたりにつ

いては理解はしておりません。これから勉

強させていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後２時２３分 休憩） 

（午後２時３２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  現在は、町全域の公共交通のあり方につ

いて、議会の交通特別委員会の意見を聞い

て、地域公共交通会議において検討してい

ただいております。 

  お年寄りに優しい交通網について検討し

ていただきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  こっちがほんでね、質問をしてますのは、

福祉に優しい、お年寄りに優しい交通網を

考えてまいりますということはやね、やっ

ぱりそういったことのある程度路線は持っ

ておられるやろ思うけど、それをまた考え

ていただきたいと、投げかけられても、こ

んなん仕方のないことなんですよ。 

  新町長の、これは所信表明ですよ。そう

いった中でうたわれているというたら、や

っぱりある程度の絵のかいた、こういう形

で私は進めていきたいというものは持って

おられると思って、私はちょっと聞いたん

やけれども、そんな形で投げられたら、こ

れほんなら、この書かれているのは、全部

まだ、全部こっちに振りかえられて聞いて、

それから何事も進めていこうとされている

ということしか、私らは理解できませんわ

な。そういうとり方でよろしいんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  私なりには考えは持っております。 

  ただ、先ほども申しましたように、議会

交通特別委員会の御意見も賜りながら進め

ていかなければいけないということもござ

いますので、それで申しておるところでご
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ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  田中町長、考えを述べてください。 

○町長（田中龍一君） 

  私の考えといたしましては、これは私の

考えですから、これが実現できるかどうか

わかりません。そういう前提でお聞きいた

だけたらと思うんですけれども。 

  一つは、通勤、通学時間帯につきまして

は、一定、人が使えるということもござい

ますので、今の路線バス、それ以外の時間

帯につきましては、路線をかえて、一般の、

要は老人の方とかが使いやすいようなとこ

ろを回るような路線といいますか、バスで

すね、路線バスとは違った意味のバス、福

祉的なバスですね、そういったものをやれ

ば、通勤時間帯は一定、経済的にも見込め

ますし、あとは、その福祉バス的な要素の

もので、きめ細かくやれば、老人の方の要

望も聞いてもらえるのか、もらえるのでは

ないかとは思っておりますけれども、これ

は、やはり阪急バスの経営の話もございま

すから、そういったことも当然、聞きなが

らという話になりますから、これはあくま

でも私の考えでございまして、これからは、

また、関係者も含めて決定していくべきこ

とだと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  町長の描かれたことを今お聞かせいただ

きました。 

  通勤とかね、通勤は通勤帯、また年寄り

の、昼間の利用するときは年寄りに向けて

考えていきましょうということでございま

すので、またそれは、私と町長で決めるん

違うからね。これからの、今後の課題でご

ざいます。 

  次に入ります。 

  防災関係でね、耐震化工事、これは町の

公共施設の中で、まだ、できてない部分い

うのはどれぐらいあるのか。 

  基準がありましたわな、昭和５６年以降

の建物については、耐震化工事の適用の対

象にはならないと、それ以前のもので、箱

物で、今、どれぐらいものが、まだ、耐震

化工事されずに残っているか、ちょっとお

聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  主な町の建物といたしまして、昭和５６

年以前に建設されたものについて報告をい

たしますと、旧吉川幼稚園、それから吉川

小学校、中央公民館、それから旧の吉川公

民館、これは吉川に移管をいたすものでご

ざいます。 

  それから、町の本庁舎、それから吉川支

所、それから消防署、これは今現在、建て

かえております。それと、老人福祉センタ

ー永寿荘、それから農村婦人の家、それか

ら老人いこいの家、それからふれあい文化

センターでございます。 

  今現在、町、吉川公民館と、それから消

防署を除いてですね、９カ所あるというふ

うに認識しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  そういった中でですな、これ９カ所もま

だあったら、この耐震化工事をみな進めて

いこうと思ったら、どれぐらいの費用が要

ります。そういうふうなことは、まだ検討

されてませんか。 

  それとですね、一番の問題は、これやは
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りね、児童が通っている小学校でですよ、

吉川小学校だけが、なぜ、まだなんですか。

学校関係で。 

  これは教育長に聞かなあかんのかね。吉

小は、もう数が、人数が少ないからおくれ

とんのか、その辺ちょっと教えていだけま

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。よろしいですか。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  小学校、中学校合わせて６校であります

が、まず５６年度以降ということで、該当

しなかったのは東ときわ台小学校、ここに

ついては耐震診断もしておりません。 

  吉川小学校については、第一次診断を行

いました。その際、国が危険と認める0.３

未満には該当しなかったということで、た

だ、第二次審査というところまではいって

いないところでございまして、ほかについ

ては全部第二次審査の結果、そういう0.３

未満ということで耐震化を行ったというこ

とでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  はい、ありがとうございました。 

  それと、あとは各公民館とかね、本庁、

支所、さっきも話が出ておりましたけど、

そういったものを含めてですな、これから

やっぱりどのような形で進めていくかとい

うのが、これ大事だと思いますので、その

辺は、やっぱり検討していただきたい。 

  耐震補強工事をするだけの値打ちがある

か、それとももう廃止してしまわないかん

部分、また、新たに建てなければならない

と、そういったものを踏まえてですな、や

っぱり今後の新しい豊能町、考えて進めて

いっていただきたい。私は決して、この田

中町長をいじめてるわけでもないんですわ。

これが議会なんですよね。 

  いや本当、それぐらいの考えを持ってで

すな、これからも進んでいただかないと、

こんなもの何ひとつ解決しまへんで。 

  それと、もう一つ最後ですけどもね、地

産地消の推進で、これ書かれてたんで、ち

ょっと私、腹立ってたんやけどね。という

のはね、地産地消、これは東地区の生産地

と西地区の消費地を結びつける、東地区で

つくった農作物を販売する農産物直売所を

西地区に常設することを考えております。 

  これ西地域でも、この生産者おられます

わな。こういったものをやっぱり把握して、

もうちょっと考えてですな、主に東地区の

生産地とかやね、やっぱりちょっと文書を

考えなあまきませんで、こんなもん、これ

そのまま出したら、やっぱりちょっとかち

んとくる人もおりまっせ。西地区かて、か

なりの生産者おられますねん、それ知って

はりますか、町長、一遍お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  確かにおっしゃるように吉川地区でたく

さんの農産物をつくっておられます。 

  済みません、これにつきましては、表現

がちょっと適切ではなかったと思っており

ます。 

  ここで申したかったのは、あくまでも農

作物を生産される方と、それを消費される

方、その両方の方を一緒に結びつけて、そ

こで新たなきずなといいますか、そういっ

たものを結びたいというふうに考えており

ましたので、確かに議員おっしゃるように、

表現がちょっと適切でなかった面がありま



 

 2－55 

したことについては、おわび申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  これでもうよろしいんですけどね。 

  町長さんももう大分なれてきはったんや

なと思いますけども、午前中はね、各一回、

一回に誰々さんに答弁しますとか言うては

ったけど、私らのときは名前も呼んでくれ

まへんねんな、もう。 

  やっぱりその辺はやね、配慮していただ

きたい。私は名前呼んでいりまへんで、そ

やけれども、朝からは一回一回、誰々さん

議員にお答えしますとか、ずっと言うては

りました。それ記録を見てもろたらわかり

ます。私の質問、これで終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  ただいま御指名にあずかりました小寺で

ございます。 

  昨日、１２月４日、衆議院議員総選挙が

公示されました。テレビ、新聞等を見てま

すと、消費税、ＴＰＰ、原発を今回の総選

挙の三大争点だというふうに取り上げて討

論会もたくさん行われましたけれど、きの

うのテレビの街角アンケートなどを見てい

ると、一番多かったのが、どうも景気回復、

これが一番多かったように思います。ＦＮ

Ｎかな、この世論調査でも３3.８％、これ

が景気経済対策を争点と見ていると、原発

は7.９％、消費税は5.９％、ＴＰＰは2.

３％、関心は非常に低かったと、こういう

ふうな感じでございました。ちょっと実感

とメディア、ちょっとずれてるような感じ

がいたしました。 

  さて、９月３０日の豊能町町長選挙、１

カ月前の８時２８日だったと思いますが、

突然に田中町長が出馬表明されました。ど

んな人か、見たことも、聞いたこともない

人が出てこられたということで、早速イン

ターネットを検索してみたら、大阪市政計

画調整局の事務分担表に田中龍一候補の名

前が出てきました。そこまではわかったわ

けです。しかし、それ以上のことは全くわ

からないと、そういう秘密のベールに包ま

れたままの対決姿勢だけはあったように思

いますが、その選挙を戦われたと。 

  町長選挙の結果は、もうダブルスコアと

いう、圧倒的大差で決着をいたしました。 

  私たちは、これを民意と受け取るしかな

いなということでございます。 

  それにしても、出馬表明からですね、わ

ずか１カ月の周知期間しかないのに、田中

町長としてですね、自分の主張、考えがで

すね、本当に住民に理解された、伝わった

と考えておられるかどうか、お聞きしたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  小寺議員の質問に対して、お答え申し上

げます。 

  伝わったかどうかというお話ですけれど

も、これは客観的には、なかなかわからな

いことでございますが、たくさんの方の御

指示をいただいたという意味では、私は一

定、伝わったのではないかと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  それではですね、私たちにちょっとまだ

伝わってないようなので、１０月１５日、

初登庁されて、職員に向かって就任の挨拶
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を述べられたと、１０月１９日には臨時議

会で所信表明されたと。 

  また、町長選挙に当たり、田中龍一後援

会ニュースで主張された内容しか見えない

ので田中新町長の考えている、その政治信

条とか、いろいろちょっとお聞きしたいと

思います。 

  所信表明されたわけですが、就任挨拶の

中でもう５回ね、所属していたまちづくり

団体という言葉が何度も出てくるわけです

ね。その所属していたまちづくり団体と、

田中町長の御関係はどういう御関係なのか、

まず、お聞きしたい思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今現在は、現在といいますか、まず町長

に立候補したときには、もうその団体には

所属しておりません。脱退いたしておりま

した。それまでは、その中に入らせていた

だいて、活動はさせていただいておりまし

た。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうすると、そのまちづくり団体という

のは、田中町長のブレーンというふうに解

釈したらいいのでしょうか。 

  それとも、そんなんは関係ございません

と。ただ、ボランティアで参加しただけで

すと、どちらなんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  町長になるまでは、いろんな意味で勉強

はさせていただきました。 

  しかし、今回、私の考えで政策をし、今

回、選挙に挑んだものでございますので、

当然、先ほど話しましたように、既に立候

補する前には、この団体から脱退いたしま

して、立候補いたしました。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうすると、もうブレーンではございま

せんと、そういうふうに解釈をしなさいと、

こういうことですね。 

  それでですね、まちづくり団体に所属し

てどうのこうのという話が何度も出てくる

んですけど、そのまちづくり団体の理念と、

田中町長の理念は合致していたんですかね。

それをちょっとお聞かせいただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まず、今、この公式の場で一つのまちづ

くり団体について発言することについては

適切ではないかと思っておりますので、あ

くまでも私は、そこで勉強させていただい

て、それから、また、私の独自で政策を考

えて立候補いたしましたという以上、ちょ

っとお答えのしようがございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  勉強の場として、その場におりましたと、

こういう解釈でいいわけですね。 

  さまざまな提案をしてきたと、その中で

述べられて、でも、ほとんど実現しなかっ
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たと、こういうふうにも述べられているわ

けですね。 

  どのような提案をされてきたのか、私た

ちには全く伝わってこないので、どのよう

な主張をなさってたんでしょうか。提案を

いっぱい上げたけど、ほとんど実現しなか

ったと、こういうふうに述べられてるはず

ですね。どのようなことを提案されたのか、

ちょっと教えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まず、まちづくり団体に入ってからとい

うか、まちづくり団体から提案したことに

ついては、この場でお話しするべきことじ

ゃないと思いますし、議員の皆様方とも、

もう御存じのことかとは思っておりますの

で、ただ、まちづくり団体に入る前に、私

が提案させていただいたことといたしまし

ては、西地区において、農業直販所を設置

したらどうかということは、入る前には提

案させていただいたことはございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  それからですね、これはうわさでありま

すが、多分、本当だろうと思いますので、

あえて聞きますが、ことしの２月にまちづ

くり団体、町長がおっしゃるまちづくり団

体に既に町長選挙の出馬の意思表示をされ

たと、こう聞いていますけれど、それは事

実ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺議員に申し上げます。 

  うわさで質問しないでください。 

  撤回してください。 

○５番（小寺正人君） 

  うわさね、ちょっと困りましたね。 

  私の聞きたいのはね、まちづくり団体か

ら推薦されて田中町長が出られたのか、田

中町長が、みずから出たいからね、まちづ

くり団体の人に応援してねと言われたのか、

どちらでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  微妙な質問しないでください。 

  きちんと質問していただけますか。 

  再度、小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  それじゃあそれ飛ばしまして。 

  それからですね、池田町政の間にですね、

エスカレーター問題、これが発生したこと

は御存じのとおりであります。住民の反発

を招いたのも御存じのとおりです。 

  そして、代替案検討委員会、検討委員会

と略して言いますが、結論を出したのは時

期尚早との判断で一致し、結論を出さずに

終結するということになったと、こういう

ふうに表記されているんですけれど、これ

については、田中町長は何か異議があった

のでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、これもちょっと繰り返しになるん

ですけれども、私ども一般の住民に入って

きた情報は、広報とよのに載っておりまし

た情報で、こちらには、要は部品の供給と

フルメンテナンスが不可能になった場合に

は、平成３１年の末までの運転は不可能と

なりますので、その時点でのエスカレータ

ーは廃止することになりますという情報し

か伝わっておりませんでして、要は廃止す

るということについては、私は異議があっ
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たということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  それで、町長になられまして、引き継ぎ

をされましたよね。その引継書には、廃止

すると、こういうふうに書いてございまし

たでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  引き継ぎと言いましても、膨大でござい

ますので、ここの部分については、特には

なかったし、ただ、報告書、ここの報告書

の中では当然、ここに、報告書の中に書い

てあるようなことについては、見ておりま

すので、そういった意味では直接は。 

○議長（福岡邦彬君） 

  質問にだけ答えてください。 

○町長（田中龍一君） 

  直接的には、そういった引き継ぎは。 

○議長（福岡邦彬君） 

  あったかなかったを答えてください。 

○町長（田中龍一君） 

  なかったです。 

  口頭ではなかったです。ですから。 

○議長（福岡邦彬君） 

  お下がりください。 

  町長、お下がりください。 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  私、町長が就任されて、すぐに情報公開

請求をいたしました。どう書かれた。 

  こういうふうに今後の対応欄を見ました

ら、エスカレーター更新は、平成３０年度

に行う必要がある。平成２８年度に予算要

求、平成２９年度には業務委託、平成３０

年度に更新工事のスケジュールとなると、

こういうふうに工程表までつけて引継書を

引き継がれたと、こういうふうになってい

ます。 

  私としたら、うそをついてなかったんや

と、安堵したわけですけれど、どうですか

ね。池田前町長は、うそをつきませんと何

度もおっしゃって、このとおり引き継がれ

たわけやから、これをまだ、ごらんになっ

てないんですかね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長に申し上げます。引き継いでい

ないということについて、撤回されるか、

きちんとお答えください。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まず、口頭では引き継いでおりません。 

  済みません、文書については、私、見過

ごしていたかもしれません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後２時５８分 休憩） 

（午後３時１１分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  先ほどの引継書には確かに書いておりま

す。それについてはおわび申し上げます。 

  ただ、私に先入観がありまして、広報と

よのでは廃止するという先入観を持って、

これを見ましたので、見落としてしまった

ということで申しわけございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 
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○５番（小寺正人君） 

  そうすると、朝方から、そのエスカレー

ター問題で答弁されてた件は、これをもう

一度もとにして、もう一度お考えになった

ほうがいいですよね。これからの答弁はね。

これを破棄するのか、引き継ぎ事項を破棄

して、自分のやり方でやりはるのか、この

引き継いだままやりはるのかね。それはど

うですかね。一応検討されますかね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私といたしましては、やはり補助金のあ

るなしというのもありますから、早急に取

り組んでまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  池田町長の考えは、私はもう平成２４年

１月４日のところから聞いておりましたの

で、決して廃止するなどという言葉は言っ

ておられなかったんです。それは事実。そ

れでお聞きしたのはね、住民が、たとえ１

００万円でも出してあげると言ってくれた

ら、もうそれだけでいいと言わはった。も

うそれ以上は望まないと、こういうふうに

言われました。だから、我々はうそだ、う

そだという、何か風聞がありましたけど、

そういうことですので、心受けとめてあげ

てください。 

  それで、次は電子自治体クラウドに関し

て質問でございます。 

  電子自治体クラウド、これはどうしても

豊能町に導入しないといけないという観点

からですね、あと第一クラブは、４月、５

月、６月、７月、１０月と北海道、九州を

視察してまいりました。いろいろ参考にな

ることを習得してまいりました。 

  臨時国会が１１月１６日、解散されてで

すね、共通番号制度、マイナンバー制度と

呼ばれているやつですね、これがまた８月

に続き流れました。廃案になりました。廃

案というか、継続審議になっていると思い

ますけども、このマイナンバー法案がもし

１１月に可決しておれば、一体、どういう

ことになっていたかということは認識され

ていますでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  マイナンバー法案については、まだ通っ

ていないので、何とも言えません。当然な

がら、通ってから町として実施していくか

どうかというのは考えてまいります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  町長申し上げますけどもね、通ってから

考えていくんじゃないですから、通ったら

従わなあかんから、もうちょっと答弁きち

んとしてください。 

○町長（田中龍一君） 

  申しわけございません。 

  通りましたら、やはり国の指示に従いま

して、粛々とやってまいりたいと思います。

済みません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  マイナンバー制度が通るとですね、２年

ぐらい、どうもかかるという話なので、早

く、これは考えておかないといけないとい

うことですので、御忠告させていただきま

す。 
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  それからですね、現状、要するに豊能町

の現状の情報処理システム、これはどのよ

うな今、問題を抱えているのかね。 

  また、将来的にはどのようにしていかな

いといけないと考えているのか、そのあた

りを、お考えをちょっとお聞きしたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  現在、豊能町も情報化推進計画に基づき

まして、情報化の推進を進めておりまして、

基本的には住民基本台帳のネットワークと

か、公的個人認証サービスの構築、あるい

は図書館の情報のクラウド化、あるいは財

務会計システム、あるいは文書管理システ

ム等についてコンピュータ化をしておると

いうところでございまして、今後はですね、

これも大分前から、そういうコンピュータ

の更新時期が５年に、それぞれの機械で５

年に１回ずつ来ているというような状況に

ございます。 

  やはり前からも御議論しているとおりに

ですね、違う業者にかえていくというのは

なかなか難しい。また、町の職員もですね、

それに精通した職員がなかなかおらないと

いうふうな現状もあるというのが、今の認

識でございます。 

  ただ、クラウド化に向けましてはですね、

今、大阪府のほうにもですね、大阪府内の

市町村においてですね、クラウド化につい

ての研究がされてまして、今年度中に、そ

の結果が出されるというふうになってます。 

  一定聞いておりますのは、例えば２０万

人以下の小さな団体についてはですね、ク

ラウド化をするほうがですね、一定成果が

上がるのではないかというような情報も聞

いております。 

  ただ、デメリットもたくさんあるという

ことで、いかにどうデメリットを克服して

いくかということがですね、そういう研究

会で報告をされるというふうに思ってます。 

  それが報告をされてですね、ほかのそう

いう小さな団体が大阪府内で一緒にやろか

というような話になればですね、来年度以

降は、そういうやろうと、導入していこう

という団体ばかりが集まってですね、そう

いうクラウド化に向けた、進めていくとい

うような方向になるんではないかなという

ふうに思っているところでございます。 

  ただ、それに、クラウド化に行くについ

ては、初期経費といいますか、うちの今の

持ってる電算からデータを移し直さなあか

んとか、いろんな問題は出てまいりますけ

れども、そういったような問題も大阪府内

の市町村と十分協議をしてですね、進めて

いきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  そうすると、豊能町としては、共同化で

いこうという考えを持っておられるという

ことですかね。 

  共同化ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  やはりスケールメリットを求めようとす

れば、多くの団体でですね、大阪府、府内

の団体であれば、一定、様式、打ち出すも

の等についても似通ったものでございます

のでですね、できるだけの、やるとすれば

大阪府下の団体ができるだけ多く参加して

ですね、スケールメリットが出せればよい

なというふうには思っております。 
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  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  共同化ということになりますと、プライ

ベートクラウド、これを目指すということ

になりますけれど、オープンクラウドとい

う、それは検討してますか。したことはあ

りますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  オープンクラウドということでございま

すが、大阪府の、そういう研究会の中で、

どういうふうに研究されてるかというのに

ついては、私まだ、はっきりとは聞いてお

りませんので、そういった点もですね、恐

らく検討されているんではないかというふ

うには思っておりますので、また、報告書

等を見てですね、ほかの市町村と同じよう

な、よその市町村もやろうということにな

れば、豊能町もできるだけ参加をしてです

ね、一つのクラウド化について検討してい

きたいというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  今の話は共同化の話、私が言うてるのは、

オープンクラウドやから、ほかの町村がね、

共同化しないと言っても、単独でオープン

クラウドに乗ること、可能なんですよ。だ

から、そういうことをまだ検討されてない

と解釈したらよろしいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  今現在は、大阪府内と一緒に、府内の市

町村、やるとことやりたいというふうには

思っておりまして、オープンクラウドにつ

いては、まだ研究もしておりませんし、私

どもの単独で、それだけをやるということ

については、まだ今後の府の結果いかんや

というふうには思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  何度もあれなんで、恐縮なんですけども、

やっぱり人的な問題ね、職員の専門性の確

保がどうもできそうにないと、日進月歩で

進む、その情報技術の変革についていくの

が非常に困難な状態というふうに考えられ

るわけですよ。だから、前々から提唱して

ますね、ＩＴ技術者の、その任期つきのＣ

ＩＯというか、最高情報責任者を任期つき

で雇って、２年やったら２年、３年やった

ら３年、その人に教育とかやってほしいこ

とを委ねるという方向を一度検討してみら

れたらどうでしょう。 

  田中町長どうですか。ＣＩＯわかります

かね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  もう一度、小寺正人議員、きちんとした

質問してもらえますか。 

○５番（小寺正人君） 

  要するに、今の情報を聞いてますと、職

員の技術レベルでは、もうこの情報技術の

変革についていくことは非常に困難だと、

今の状態ですよ。将来は別としてね。だか

ら、もう任期つきの職員ね、特にＣＩＯと

呼ばれる人を任期つきで招いて、その人に

託してもらうほうがいいんじゃないんです

かと、どう考えられますか、田中町長の御

見解をお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  確かに、コンピュータは日進月歩でござ

いますので、そういった考え方もあろうか

と思います。 

  ただ、今、先ほどもありましたように、

こういう大きなシステムが導入されるとき

には、例えば大阪府が音頭をとって、自治

体集まって勉強会をしたりとかすることも

ありますので、小寺議員のおっしゃってい

ることも考慮に入れながら、また大阪府下

で共通して入れるということもあり得ます

ので、そういったことも勘案して、今後、

検討してまいりたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  ちょっとですね、とにかく早くやらない

と、マイナンバー制度、これは多分、通常

国会で必ず通ると思います。通過すると思

います。２年、もう猶予しかないので、も

う少なくとも来年度にはもう着手しないと

間に合わないと、そういう状態だというこ

とを認識していただきたいと思います。 

  それとですね、上下水道のシステムも老

朽化してですね、そろそろかえる時期に来

ていると思いますので、これもあわせてで

すね、クラウド化を図るという、そういう

考えはございますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  上下水道部のクラウド化ということなん

でございますけれども、現状、使っており

ますシステムにつきましては、平成１９年

４月より平成２４年３月３１日まで５年間

のリース契約を行っておりました。それが

リースアップということで、今年度は保守

契約だけをやっていただいて使用している

という状況でございます。 

  今、現状といたしましては、新システム

への移行という準備の段階でございまして、

今年８月から公営企業会計システムと水道

料金システムの両方に実績のある業者にヒ

アリングを行っております。それとデモン

ストレーションも行っていただいておりま

す。 

  その中でクラウドのシステムにつきまし

ては、ハード面では容易に維持管理ができ

るということはわかっておりますけども、

ソフト面につきましては、画一的なシステ

ムしか提供ができないというような状況を

今、聞いております。 

  それで、水道料金につきましては、全国

の自治体、異なった料金体系になっており

まして、それを反映するというのは非常に

難しいという意見を聞いております。カス

タマイズするといたしましても、非常に料

金的にかかってくるということで、今のと

ころ非クラウド化の今までの現状のシステ

ムを使用するほうがメリットが大きいんで

はないかというような状況で、今は検討を

行っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  今の現状のままのやり方でいくと、さっ

きの共通ナンバーね、マイナンバーの話が

うまいこと、多分いかないと思いますよ、

それね。だから、一緒にやっぱりやるほう

がいいと、私自身は感じてるんですけど、

どうですかね、マイナンバーは考えておら

れます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  先ほど申しましたように、シミュレーシ

ョンなんかをやっていただいた中でも、な

かなかシステムの中身が水道料金には適合

していないというような状況です。ただ、

会計システムにつきましては、どこの自治

体も同じ公営企業を使っておりますので、

同じ内容なので、使用は可能だと思うんで

すけども、ただ、よその各団体にもアンケ

ート調査をさせていただきました。その中

でも今のところ検討している団体はござい

ませんし、上下水関係について、クラウド

を導入するという意向はございませんでし

たので、町といたしましても、今、検討は

しておりますけども、なかなか困難ではな

いかというように思います。 

  マイナンバー制の関係につきましても、

今のところ上下水道としては考えておりま

せん。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  マイナンバーの話はね、全てのところが

扱わないといけないので、考えていないで

は多分だめです。だから、必ず考えてくだ

さい。２年です。余裕はね。 

  それからですね、町長の所信表明の中で

ね、吉川支所の機能強化の中に、そのイン

トラネット、インターネットと読み違えら

れたと思いますけど、イントラネットの充

実で、吉川支所の充実を図ると、このよう

に述べられたんですが、これは具体的には、

どのようなことを言っておられるのか、ち

ょっと教えていただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  どういうことかといいますと、現在、吉

川支所のほうで、いろいろ受け付けをして

おるところでございますけれども、やはり

職員は、少ない職員で対応していると、そ

こで専門的なことを、もし聞かれた場合に、

支所の職員では対応できない場合がありま

す。そういった場合に、例えば本所の職員

が、そのコンピュータを介してイントラネ

ット、庁内ＬＡＮ、もしくはインターネッ

トテレビ的なものですね、ああいったもの

で直接、お話しできるようなことができれ

ば、支所に来ていらっしゃるお客様が本庁

の職員の方と、その画面を通して説明を受

けれるということは考えられるんではない

ということで、そこで、そのイントラネッ

ト、もしくはインターネットで充実したら

どうかということを書いております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  いわゆるグループウエアと呼ばれるやつ

を充実しようと、そういう意味ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  手法はグループウエアになるのか、それ

とも、もうインターネットでなるのかとい

うのはあれですけれども、いずれにいたし

ましても、要は対面、画面を通じてでも対

面で、もしお話しできるようなことができ

れば、離れていても説明は受けれるという

意味でございます。ですので、手法という

よりは、結果的に、そういったことができ
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れば構わないと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  小寺正人議員。 

○５番（小寺正人君） 

  どうも、これで私の質問は終わりとしま

す。 

  ありがとうございあました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、川上勲議員を指名します。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それでは、御指名をいただきましたので、

一般質問をさせていただきます。 

  年をとると脳のしわが伸びて記憶がすぐ

なくなってしまいますので、けさからの一

般質問の中で気になったことがございます

ので、まず、それから質問をさせていただ

きます。 

  ３番目の分で町長の所信表明の中で、出

てきました、職員に対して、住民はお客様

であるので、「おはようございます」ある

いは「いらっしゃいませ」「ありがとうご

ざいます」ということを言えということを

たびたび答弁されておられましたけれども、

このきょう朝９時半から議会が始まったと

きに、一番最初に井川議員の質問で、答弁

に立たれたときに、おはようございますと

は言っておられなかった。これはどういう

わけで言っておられなかったか。その辺の

ところを先にお聞きしたいんですけども、

よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上議員に申し上げます。竹谷議員がト

ップでございますので、ちょっと訂正お願

いします。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  申しわけございません。ちょっと初の一

般質問に対する回答でございましたので、

そのあたり、ちょっと緊張しておりまして、

忘れておりました。申しわけございません。 

  川上議員、こんにちは。 

○議長（福岡邦彬君） 

  町長に申し上げます。 

  余分な答弁は結構です。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  やはりリーダーシップを発揮しようと思

えばね、トップの人が率先して、やっぱり

そういう言葉をしなければ部下はついてこ

ないということでございますので、以後は、

やはり気をつけていただきたいと思います。 

  それから、もう１点、所信表明で３番目

の町長の公約、つまり所信表明でございま

すけれども、町長の報酬は２０％下げると

いうことを町政方針に書いたけれども、そ

の退職金は書いてないと、だから、それは

しないんだということを、たしか聞いた。

以前の質問で聞きましてんけどね。という

ことは、あべこべに考えたら、書いてある

ことはする、全部しますということですね。

答弁、お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これにつきましては、まずは、ここに書

いてあることについて、当然ながらやって

まいりたい。やっていきますけれども、よ

りよい手法があれば、また、皆様の意見も

聞きながらやってまいるという意味では、

ここで書いてある方向性は、これですけれ

ども、ここに書いてあること、より以上の

ことがあれば、やってまいるという所存で

ございます。 

  以上でございます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  もう１点、今度はね、書いてないことは

やりませんということは、あなたの任期期

間中、４年間、この所信表明、あるいは町

政方針に書いてなかったことはやれないん

ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  やはり、先ほどの、要は日進月歩で、時

代というのは進んでおります。ですので、

現時点では、私は、これがいいと思ってや

っておりますけれども、情勢が変わった場

合は、そのとき、そのときでベストなこと

をやっていきたいと思っておりますので、

ここに書いてないこともやるということは

あり得ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ということは、元に戻って退職金も、書

いてないけども、３年間のうちに考え方が

変わり、事情が変わったら退職金のことも

考えていくということのように理解してよ

ろしいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。精いっぱい頑張って

まいります。ただ、確かにおっしゃるよう

に、どういう情勢になるかもわかりません

から、それは削減ということも、それはあ

り得るとは思います。未来の話ですので。

ただ、私は現時点では一生懸命頑張ってま

いりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ということは、今後、情勢によっては削

減もあり得るというぐあいに理解をさせて

いただきます。 

  さて、考えてきたことを次に順序を追っ

て質問させていただきます。あと正月も１

カ月弱で来ますね。昔からお正月には、歌

の文句にありますように、たこを揚げたり、

こまを回したり、そういうことを昔から言

いますね。たこはね、風がなかったら揚が

らないわけですな、だから、風のあるとこ

ろを選んでたこ揚げする遊びをするという

ことを昔から、私もしたし、そういう遊び

をしておりましたね。 

  今、総選挙の真っ最中ですね。きのう公

示されて、１０以上の政党が乱立して、政

党間を、あっちがいいかな、こっちがいい

かなと渡り歩いている国会議員、あるいは

候補者がおりますな。そういう人たちを一

般的に渡り鳥と言いますねんね。渡り鳥は

自分の安全なところを求めて渡っていくわ

けです。ということは、言いかえれば、自

分が当選しやすいところね、そういうとこ

ろを求めてあっちの政党、こっちの政党、

渡り歩いているさまを渡り鳥と言いますね

んけど、私は、先ほど申し上げましたよう

にね、そういう人は、たこやなと思ってま

すねん。たこは風がなかったら落ちてしま

いまんねん。３年３カ月前ですかな、民主

党の、ごっつい風、吹きましたわな、３０

０何人の当選しましたわな、今は、この大

阪においてはね、維新の風が吹いてまんね

ん。維新の風という風を求めて候補者はね、

右往左往しているわけですわ。 

  自民党の人もおるし、もちろん民主党の

人もおるし、新人の方もおるしね。しかし、
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私は、この維新という風は、きつい風です

わな、きつい風ほどやむのは早いというこ

とは、この１６日は、その風が吹きやんで、

維新の風が吹きやんで、恐らく、そのほう

に行った人は全滅ちゃうかいなというぐあ

いに思ってまんねんや。 

  そういうことで本題に入ります。まず、

高濃度汚染物、つまりドラム缶の処理につ

いてね、猪名川上流広域ごみ処理組合、つ

まり国崎クリーンセンターでの処理はでき

るのかという質問書を出させていただきま

して、まず、さきの豊能郡環境施設組合で

の質問で、そういう質問を私するとね、こ

れから、クリーンセンターに申し込んです

るというようにおっしゃってましたけども、

多分、答弁は施設組合のことであるので、

ここでは先んじて答弁できませんという答

弁があるというふうに想定してね、思って

ますけども、先ほどね、大阪府の職員のこ

とを云々されてましたが、あれは施設組合

のことですので、それを言うておられまし

たので、豊能町長として、この件について、

どういうぐあいに、クリーンセンターの件

で、どういうぐあいにされたか、ちょっと

お尋ねします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど申しましたように施設組合の話で

ございますけれども、その中での、議会で

の発言の内容でお答えさせていただきます

と、今、国崎クリーンセンターについては、

一つの、無害化の一つの大きな手段でござ

いますので、副管理者とともにお願いに行

きたいというふうには考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  あれから半月ですかな、ちょうど半月ぐ

らいやね、たってますね。その間、何か行

動を起こされましたか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  その件につきましては、能勢町長ともお

話ししたんですけれども、現在、選挙等で

大変忙しい時期ですので、それ終わってか

ら話をしに行こうかということは話はしま

した。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  残された期間はね、あのときにもたしか

私は申し上げました、行政というのは不連

続の連続、連続していかなければならない

ことと、不連続というのは一旦、そこで町

長がかわられたんで、新しく切って、新し

くやる。これも行政の一つの手段ですな。

ダイオキシンに関してはね、あるいは先ほ

ど出ておった耐震化の問題はね、これは必

ず連続してやらなあかん問題ですわ。耐震

化せんかったら、いつか地震、起こってや

ね、つぶれるかもわからん。ダイオキシン

の処理をせんなかったらね、ずっと処理せ

んかったら、何も済む問題違いまんねん。

必ず費用はついて回りまんねん。 

  それも１００万円、２００万円違いまっ

せ。あのとき、たしか年間5,０００万円、

言うとった。そのうち豊能町が持つ金が４

分の３であればね、3,６００万～3,７００

万円ぐらい持つわけですわ。ほっとけば毎

年、毎年、それだけの金が要っていくわけ
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ですわ。これは必ずね、近いうちに、それ

こそ野田総理大臣じゃありませんが、近い

うちに必ず処理せなあかん問題ですわ。ま

してや高山のドラム缶の置く契約はね、来

年の１０月の末ですわ。それ以後は、どこ

か持っていかなあかんねん。そんな選挙が

あるよってに、次に回しまんねんとか、そ

ういう問題とは違いまんねん。 

  そのことを、どういうぐあいに思ってお

られるか、考えておられるか、答弁をお願

いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かにおっしゃることはよくわかります。

ただ、これ相手といいますか、当然、お願

いに行く相手のこともございますので、今

は非常に忙しい時期もということもありま

したので、能勢町長とも話をして終えてか

らということで話はしております。 

  急いでやらなければいけないということ

は認識しております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  能勢町長と話をしてということは、豊能

郡環境施設組合としての話ですな。それと

同じくね、この猪名川上流広域ごみ処理組

合は、豊能町の町長も副管理者として入っ

てまんねん。そしたら、内々でも話しでき

る機会は何ぼでもあるわけですわ。そのご

み処理組合は選挙、一切関係おまへんねん。

だから、話す機会は何ぼでもあるよってに

ね。そんな悠長なことを言うてんと、一日

も早く、これは行動するのが、これはトッ

プの役目ですわ。そうしないと、午前中か

ら出ておった職員に、四つの項目ありまし

たな、その２番目に経費の削減、これを職

員に求められておられるわけですわ、町長

がね。 

  そやけど町長はやね、そういうことを努

力、一日も早くする態度を見せんとやね。

何や町長、おまえ、あないして口で言うと

るけど、ダイオキシンの問題、どないしよ

んねんと、言うこと聞きまへんで、これ、

トップみずから体で示さんと。その辺のこ

とを、どういうぐあいに考えてはります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほどの国崎クリーンセンター、こちら

につきましては、私、行くたびに局長の方

にはお話は差し上げましたけれども、その

中では、よい返事はいただけなかったとい

うことですので、これは、その国崎のほう

には、私、行ったときには話はしておりま

す。でも、よい返事はいただけなかった。

これやはり、そこのトップである市長、町

長にお話をするという必要があろうかと思

いますので、それで私１人で行くというよ

りは、当然、２町一緒にそろって話をして

いくというほうが非常に大事だと思ってお

りますので、それで今現在、この時期を待

っていくということで、私なりにできる範

囲では国崎のほうの局長様には、そういっ

た話はさせていただいております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  基本的にね、事務局というのは、あくま

でも事務局であって、是非の判断はできな

いわけですわ。だから、能勢の町長と一緒
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に行かれるんであれば、すぐにでもアポを

とって、これ行かんとやね、だんだんだん

だん延びてきまんねん。そらやっぱり早急

にしてもらいたい。 

  それから、もう１点ね。施設組合の事務

局は、今、豊能町の中央公民館に、これあ

りますけども、豊能町としての、豊能町の

行政としての、このダイオキシンに対する

組織といいますか、町長１人でされるのか、

それとも、そういうトップダウンの方式で

されるのか、そのことは今現在、どのよう

にされておられます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  この組織といいますか、この話を進める

に当たっては当然、局長とも話はしており

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  かみ合ってないようですから。 

  川上勲議員、もう少しきちんと質問して

ください。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  豊能郡の環境施設組合の事務局、これは

あくまでも豊能郡の環境施設組合の事務局

ですな。豊能町として今現在、現実、高山

にあるよってにね。高山におまんねんや。

豊能町としてのダイオキシンの、いわゆる

町長以下の担当も豊能町の職員は一切、も

うそんなん関係ないねんやと、あくまでも

施設組合の事務局からやってもらうんやと

言われるんやったら、それでもよろしいで

すけども、ならば、私は何のためにね、理

事として乾総務部長と川上建設環境部長が

ね、あの施設組合に行ってられるのか、あ

れは無駄なことですわな。関係ないとした

ら。やっぱり関係あるよってに、２人、施

設組合の事務局の理事へ行っておられるわ

けですわ。豊能町の中にも、そういう組織

をつくって、これはされるのがやね、当然

やと思いますねん。 

  高山におきましてもね、環境施設組合の

管理者、池田勇夫管理者が来られたとは誰

も思ってません。豊能町の町長が高山に、

おかしいことを言うてこられたというぐあ

いに思ってまんねん。 

  それが現実ですわ。だから、豊能町長、

田中龍一町長として、この高山にあるドラ

ム缶を、どのように処理をせんなん、それ

も一日も早く処理せんなん。１０月の末ま

でに処理できたらええけど、できなかった

ら、ほかのところに移さんなんと、こうい

うことをね、念頭に入れて、あたり、その

組織をつくって、その組織もやね、ほかの

ところを探してもらうか、処理できなかっ

たら、恐らくできんと思うけど、なかった

ら、ほかのところを探してもらうかね、そ

ういうことをせなあかんわけですわ、豊能

町内で。まさか、今さら能勢町のほうにド

ラム缶を返すとは、できませんわな。 

  その辺のことをね。やっぱり延ばすなら

延ばすことによって金が要るということを

ね、念頭に置いて、やっぱりことに当たら

んとあかんと思いまんねん。そういう意識

を持ってもらわんとあきませんわ。 

  あのとき、私、言いました。４年間、あ

なたのもとでは、田中管理者のもとでは絶

対、ドラム缶はね、処理できひんと、私は、

この場でね、確信しますと言いましたやろ。

いや、いや、わしはすんねんやという反発

心を持ってもろてやね、必ずするというこ

とを、ここで宣言してくださいな。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まずは、この話は川上議員も御存じのよ

うに、平成９年からずっと、これ長く問題

になってきておりまして、多くの方がいろ

いろ苦慮しながら進めてきた問題でござい

ます。非常に難しい問題でございます。そ

れは川上議員が一番御存じだと思っており

ます。 

  そういった中で、努力は絶対しますけれ

ども、そういった難しい問題ですから、誠

心誠意頑張っていきますとしか言いようが

ないです。といいますのは、これだけ長い

間、多くの方が知恵を絞ってやってきたけ

れども、今現在、残っている形です。私は

誠心誠意頑張ります。そうとしか言いよう

がございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それは頑張るとか言うしかないか、知ら

んけれども、前々の町長から前の町長から、

外部処理に関して、たしか３０何カ所、日

本国中、青森から九州まで、当たってこら

れて、ないから１年半前ですか、これはも

う町内でね、豊能町内で処理せないかんと

いうことで、能勢町から豊能町のほうに移

して、豊能町が高山へ移して、来年の１０

月まで保管やと、その間に豊能町の処理す

る場所を見つけて処理するんやと、こうい

う決意でしたんや。 

  それをね、やっぱり、つい先ほどの話じ

ゃない。受け継いで、やっぱりしていく必

要ありまっせ。一から言うたらね、これは

不連続になってしまいねんや。連続的にせ

なあきまへんねん。３０何カ所も当たって

ないねんから、白紙に戻して、そしたら元

に戻るわけですわ。そんな悠長なことをし

とったら、何ぼでもね、問題、さあ持って

いけ、持っていかへんわ、受入先ないわ、

やいやい言うて、組合の費用はね、組合の

事務局費用は年間3,５００万円、もうちょ

っと合わせたら5,０００万円、２年たった

ら１億円たっていきまんねんや。これこそ

経費の無駄遣いでっせ。ほんまに。 

  それどない思われます。もうほかのこと

何もせんでも、これだけでもやね、解決す

るんやというぐらいの勢いを持ってもらわ

なあかん。もう一遍ちょっと答弁してくだ

さい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。非常にこれ難しい問題で

ございます。頑張っていきます。それしか

言いようがございません。頑張りますので。 

○１４番（川上 勲君） 

  日を決めてください。 

○町長（田中龍一君） 

  それはお約束はできません。というのは、

これまで何十年と皆さん、いろんな方がか

かわってきて、非常に難しい問題でござい

ますので、それは申しわけございませんけ

れども、お約束はできません。 

  ただ、誠心誠意頑張ります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後３時５８分 休憩） 

（午後３時５９分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今、ダイオキシンの問題はね、非常に難

しい問題やけども、もう去年からことしに
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かけては、もう富士山の九合目半まで、も

う登ってまんねん、実際は。それをやっぱ

り周りの状況をね、あなたは平たく聞いて

ね、そしたら、必ずね、１年以内に処理で

すわ。それだけ言うときますわ。 

  次にね、もう時間おまへんのでね、次、

漢字の勉強をしたいと思いますけどね。こ

の漢字はね、漢字ができた以来説明すると、

また、時間が足らなくなってしまいますの

でね、その漢字についてね、先ほどから検

討とか、そういう、その漢字、熟語を使っ

ておられますがね、まず、竹谷議員がね、

おっしゃった、その理念という熟語、この

理念とは、どういうぐあいに、理念という

熟語は、どういうぐあいに理解されるのか、

ちょっとお答え願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私が思ってます理念というのは、方向性、

考え方の方向性というふうに理解しており

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  これはね、辞書で引きますとね、物事を

合理的に考え判断する能力を持って得た最

高の概念で、全経験を統制するもの、こう

いうことですわ。そういうことを頭に入れ

て理念という言葉を使ってもらわんと、所

信表明の中で検討するという言葉を使われ

ましたな、漢字を使ってはりましたな、初

めは、検討すると。その検討するという、

この熟語の意味は、どういうことか知って

おられますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私が思っています検討するというのは、

要は考えていく、実施に向けて考えていく

とか、そういった意味だと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それが大間違いなんですわ。実施に向け

て考える違いまんねん。検討という言葉は

ね、よいか悪いか、是非の判断を考えると

いう意味ですわ。実施に向かって違いまん

ねん。是非の判断、よいか悪いか、悪い方

向も考えるわけですわ。そういうことやか

ら、言葉はね、やっぱり十分理解して、

我々もそうやけども、使ってもらわんと間

違いが起こる可能性があるということを、

まずもって、漢字の勉強は、これで終わり

ましてね。 

  次に、町長の公約について、時間のくる

まで、一つ一つ細かいところを聞いていき

たいと思います。 

  まず、このまちづくりを進めるために６

項目挙げてね、所信表明はされましたね。

あの二重丸の分、たしか６項目ということ

ですわ。これらのね、項目を、私、進める

ためにね、職員に対して、何ぼラッパを吹

いてもね、やはり町長の片腕となるべき副

町長は絶対必要やと思いまんねんけども、

この点に対して、あなた、町長、どういう

ぐあいに考えておられますか。 

  ひとつ答弁をお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。副町長は必要だとは

思っております。 
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  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  必要であるとするならば、いつごろまで

に、この議会に提案をされようしておるの

か、お伺いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まだ、私の今の考えですけれども、来年

度から就任いただけるような形でお願いし

たいなと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ということは、今年度中に提案をすると

いうことですね、そういうぐあいに理解し

てよろしいですね。 

  次にね、この所信表明の中でね、する、

行う、進める、図る、こういう語尾という

か、述語が出てくるわけですわな。これは

するという断言されておられますねんね。 

  努力する、努めると、これはするのか、

しないのかわからんけども、進める方向で

考えるということで進行系ですわな。もう

１点ね、考える、思う、これはするのか、

せえへんのかわからんわけですわ。そのこ

とを考えるということは、考えてせえへん、

考えてする、どっちかわからん、こういう

ことが、１１カ所、これが検討ということ

につながるわけですわな、検討。 

  進んでいく違いまっせ、検討するでっせ、

言いかえれば、１１カ所も出てくるわけで

すわ。例えばね、総人件費を圧縮するのか、

しないのか、あなたのチラシのね、文では、

総人件費を圧縮すると、圧縮しますと書い

ておるわけですわ、このチラシ、これね、

町長報酬２０％などをはじめ、総人件費を

圧縮しますと、これはするという断言です

わ。ところが、所信表明かな、これにはね、

考えると書いてるわけですわ、これ、どっ

ちがほんまでんねんや。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ここの表現では実施してまいりたいと考

えていますと書いてますけれども、実施し

ていきたいと思っております。 

  なぜ、こういう形になっているかといい

ますと、やり方によっては、いろんな方法

があると思っております。ですから、その

とき、そのときにベストの方向をやってい

けばいいと思っておりますので、ですから、

この人件費につきましても、いろんな意味

で、その人件費が減らなくてもその委託費

を減らすことによって考え方によっては総

人件費が減るという形にもなることもあり

得ますし、要は豊能町が支払うお金を減ら

していきたいというようなことが主目的で

ございますので、人件費は一つの例という

ふうに考えていただいたらと思っておりま

す。 

  ですから、そのときにベストなことをや

っていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後４時０７分 休憩） 

（午後４時０９分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  総人件費の圧縮については、してまいり

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ということは、この所信表明で書かれて

いることはうそなんですね。そういうこと

ですね。ちょっと答弁できます。お願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ここに総人件費の圧縮を実施してまいり

たいと考えています。方向性については、

合ってますので、僕はうそは書いていると

は思っておりません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  実施してまいりたいと考えます。考えま

すですわ。します違いまんねん。考えます。

考えた結果、これは実施できまへんねんと

いうことも言えるわけですわ。その辺の言

葉遣いをきっちりせなあかんということを、

先ほどから言うてるわけですわ。これでわ

かりますか。これはもうこれでよろしいで

す。 

  次にね、住民目線の行政の改革、改善す

ると、そういうことを考えると、これまた、

考えるですわな。住民目線というのはね、

いろんな目線あるわけですわ。もう極端に

言うたら２万2,２００～2,３００人の目線

があるわけですわ。これを全部くみ取って

されるんですか。ちょっと答弁、願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  ここで言っています住民目線というのは、

例えば企業目線であるとか、行政の目線で

ありますとか、そういった総体のことを申

しております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  あのね、その文章を書いて、それに理屈

をつければね、いろんな理屈がつけられる

わけですわな。しかし、一般の住民は、こ

こへ傍聴に来ておられない以外の人は、議

事録を見るか、そうせんと実際のことはわ

からないわけですわ。だからね、あなたが

選挙期間中に、選挙期間の前からおっしゃ

っておった、このチラシの中でね、圧縮し

ます、終結します、促進します、新設しま

す、まちおこしをします、全部、します、

しますですわ。 

  ほんで、この所信表明では考えますとか、

思いますとか、こういうことが入っている

わけですわ。それで聞いたらね、違う答え

も返ってくるわけですかわな。だから、は

っきり言えば、あなたは選挙に当選するた

めに、住民の方に、こういうチラシをまい

て、住民の、ああやってくれるやろうなと

いう期待感を抱かせて当選しただけの町長

やということにつながるわけですわ。 

  それを認識して、結果はどうであろうと、

あなたはね、豊能町の町長として当選され

たのだから、今後、こういうことも書いた、

所信表明も言うた、ダイオキシンの件もあ

る、そういうことを認識して、今、豊能町
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の財政は逼迫しておりますわな、貯金、財

政調整基金ですかな、それが２５億円ほど

あるわけですけれども、それをさらにふや

すように努力してもらい、ひとたび、関東

と違って東日本の大震災のような震災が起

こればね、５億や１０億、すぐいってしま

すますねん、当座は。やはり１２０億内外

の１年間の事業費を使う、あなたはトップ

やねんから、そのことを認識して、行政に

当たってもらわんと、わかりませんねん、

今から努力しますではね、もう済まない問

題、済まない時代に来ているわけですわ。

そういうことを認識してやね、事に当たっ

てもらわんと、ああ４年間たった結果、財

政調整基金が１０億に減りました。５億に

減りましたという結果につながりかねんと

思うからね。そういうことを頭にたたき込

んでやね、行政やってもらわんとぐあい悪

いでっせ。 

  そういう考え方があるのか、ないのか、

最後にちょっと答弁をよろしくお願いしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  当然ながら頑張ってまいります、やりま

す。先ほど話してますように、人口を呼び

戻すということも、もう既に着手して、も

うこの１月号にはお見せできますし、それ

をもとに、私、プレス発表もする予定もし

ておりますし、もう既に、いろんな意味で

頑張っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  頑張ったり努力したりすることはね、そ

れは言えまんねんけども、行政は全て結果

で判断しまんねん。そのことも頭に入れて

ね、やってもらいたい。 

  以上で、一般質問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で豊能第一クラブの一般質問を終わ

ります。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、１２月６日午前９時３０分より

会議を開きます。 

  本日は、どうも長時間、御苦労さまでし

た。 

 

散会 午後４時１５分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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